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埼経協ニュース３６３号

平
成
二
三
年
度
定
時
総
会
は
、
五
月

一
二
日
�
一
三
時
三
〇
分
か
ら
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
大
宮
に
て
開
催
さ
れ
た
。

当
日
の
ご
出
席
者
は
各
界
の
ご
来
賓

の
方
々
並
び
に
会
員
あ
わ
せ
て
二
七
〇

名
様
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。

開
会
に
当
た
り
、
東
日
本
大
震
災
で

犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
対
し
一
分
間

の
黙
祷
を
捧
げ
、
そ
の
後
総
会
を
開
会

し
た
。

第
一
部
で
は
利
根
忠
博
会
長
の
開
会

の
挨
拶
（
二
頁
参
照
）
に
は
じ
ま
り
、

続
い
て
、
ご
来
賓
の
照
井
恵
光
経
済
産

業
省
関
東
経
済
産
業
局
局
長
、
苧
谷
秀

信
埼
玉
労
働
局
長
、
森
田
治
さ
い
た
ま

市
経
済
局
長
、
三
井
隆
司
埼
玉
県
教
育

委
員
会
副
教
育
長
か
ら
祝
辞
を
頂
戴
し

た
。

次
に
ご
来
賓
紹
介
、
定
足

数
確
認
後
、
議
事
録
署
名
人

と
し
て
理
事
の
田
邊
昭
治
東

日
本
旅
客
鉄
道
�
大
宮
支
社

長
、
森
谷
周
一
モ
リ
ヤ
�
代
表
取
締
役

社
長
を
選
任
し
、
利
根
議
長
の
も
と
で

審
議
が
進
め
ら
れ
た
。

議
事
は
二
二
年
度
の
事
業
報
告
、
決

算
報
告
（
監
査
報
告
は
監
事
の
中
込
秀

明
富
士
電
子
�
代
表
取
締
役
社
長
）
二

三
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
、
理
事

の
辞
任
並
び
に
選
任
、
任
期
満
了
に
伴

う
理
事
・
監
事
の
改
選
、
申
し
合
わ
せ

事
項
、
そ
し
て
最
後
に
東
日
本
大
震
災

被
災
者
へ
の
支
援
金
の
拠
出
に
つ
い
て

審
議
が
行
わ
れ
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ

た
。

そ
の
後
、
改
選
さ
れ
た
新
理
事
に
よ

る
第
一
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
顧
問

と
し
て
、
原
宏
名
誉
会
長
、
栗
原
�
理

事
を
再
任
、
新
た
に
会
長
を
退
任
し
た

利
根
忠
博
氏
を
特
別
顧
問
に
選
任
し
た
。

そ
し
て
、
会
長
代
行
と
し
て
森
谷
文
昭

副
会
長
を
選
任
、
加
藤
喜
久
雄
、
坂
上

優
介
、
藤
池
誠
治
、
菊
池
勇
の
各
氏
を

副
会
長
に
再
選
。
三
国
雅
裕
専
務
理
事

は
退
任
し
、
後
任
の
専
務
理
事
に
は
根

岸
茂
文
常
務
理
事
が
就
任
し
た
。
ま
た
、

牛
窪
啓
詞
、
中
込
秀
明
の
両
氏
も
監
事

に
再
任
さ
れ
た
。

続
い
て
、
総
会
で
は
事
務
局
報
告
が

あ
り
、
森
谷
会
長
代
行
か
ら
組
織
拡
大

協
力
会
員
に
感
謝
状
と
記
念
品
の
贈
呈

が
行
わ
れ
た
。

第
二
部
の
講
演
会
で
は
、
上
田
清
司

埼
玉
県
知
事
か
ら
「
埼
玉
イ
ニ
シ
ア
テ

ィ
ブ
〜
自
立
自
尊
の
埼
玉
が
示
す
日
本

の
針
路
〜
」
と
題
し
て
、
特
別
講
演
が

行
わ
れ
た
。（
講
演
要
旨
は
既
送
付
済
）

講
演
会
終
了
後
、
森
谷
文
昭
会
長
代

行
よ
り
、
上
田
知
事
に
対
し
東
日
本
大

震
災
被
災
者
へ
の
支
援
金
と
し
て
一
〇

〇
万
円
が
贈
呈
さ
れ
、
上
田
知
事
か
ら

森
谷
会
長
代
行
に
対
し
感
謝
状
が
授
与

さ
れ
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
の
賛
同
を
得
て
、

森
谷
会
長
代
行
か
ら
、
上
田
知
事
に
対

し
、
知
事
選
挙
へ
の
出
馬
要
請
書
が
読

み
上
げ
手
交
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
最
後
に
藤
池
誠
治
副
会
長

か
ら
上
田
知
事
に
対
す
る
講
演
謝
辞
並

び
に
閉
会
挨
拶
が
行
わ
れ
総
会
は
終
了

し
た
。

提提
案案
議議
題題
をを
原原
案案
通通
りり
承承
認認

―
平
成
二
三
年
度
定
時
総
会
開
催

会
長
代
行
に
森
谷
氏
就
任

上
田
知
事
が
『
埼
玉
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

〜
自
立
自
尊
の
埼
玉
が
示
す
日
本
の
針
路
〜
』
と
題
し
特
別
講
演

社団法人 埼玉県経営者協会会報

’１１ 月号

日本経団連 埼玉

６・７
特
別
講
演
を
す
る
上
田
清
司
埼
玉
県
知
事

議
事
を
進
行
す
る
利
根
会
長

平
成
２３
年
度
定
時
総
会
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利利
根根
会会
長長
挨挨
拶拶

会
長
の
利
根
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
は
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
業

務
ご
多
忙
の
中
、
ま
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被

災
の
影
響
が
残
る
中
、
こ
の
よ
う
に
大
勢
の
会
員

の
皆
様
方
に
ご
出
席
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

併
せ
ま
し
て
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
会
員

の
皆
様
の
事
業
に
も
大
き
な
影
響
が
出
た
も
の
と

思
い
ま
す
。
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

ま
た
、
お
手
元
の
ご
来
賓
者
名
簿
に
ご
ざ
い
ま

す
よ
う
に
、
公
私
と
も
大
変
ご
多
忙
の
中
、
経
済

産
業
省

関
東
経
済
産
業
局
局
長
の
照
井
恵
光
様
、

埼
玉
労
働
局
長
の
苧
谷
秀
信
様
、
さ
い
た
ま
市
経

済
局
長
の
森
田
治
様
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会
副
教

育
長
三
井
隆
司
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
ご
来
賓
の

皆
様
に
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。
皆
様
方
の
ご
厚

誼
に
対
し
ま
し
て
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第

で
す
。

さ
て
、
経
済
情
勢
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
昨
年

一
一
月
か
ら
鉱
工
業
生
産
指
数
が
上
昇
に
転
じ
、

小
売
業
販
売
額
も
今
年
一
月
、
二
月
と
二
カ
月
連

続
の
増
加
を
示
す
な
ど
、
生
産
、
消
費
と
も
回
復

基
調
を
示
し
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
よ

り
、
三
月
は
、
鉱
工
業
生
産
指
数
が
前
月
比
で
一

五
・
五
％
減
、
家
計
消
費
支
出
も
前
年
同
月
比
で

八
・
五
％
減
と
、
い
ず
れ
も
過
去
最
大
の
下
げ
幅

を
記
録
す
る
と
と
も
に
、
生
産
の
大
幅
減
少
に
伴

う
輸
出
の
急
減
か
ら
、
国
内
景
気
は
当
面
厳
し
い

状
態
が
続
く
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
結
果
、
我
が
国
の
実

質
経
済
成
長
率
も
、
一
一
年

一
―
三
月
期
、
四
―
六
月
期

と
二
期
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
成

長
と
な
り
、
七
―
九
月
期
以

降
、
復
興
需
要
の
顕
在
化
に

よ
り
、
成
長
率
は
上
昇
す
る

と
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
二
三
年
度
の
実
質
経
済

成
長
率
は
震
災
前
の
予
想
よ
り
、
一
％
程
度
低
下

し
、
〇
％
台
前
半
に
と
ど
ま
る
も
の
と
見
込
ま
れ

ま
す
。

ま
た
県
内
経
済
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
県
内
事

業
所
へ
の
直
接
被
害
は
多
く
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

物
流
遮
断
、
電
力
制
約
等
に
よ
り
経
済
活
動
水
準

が
低
下
す
る
な
ど
県
内
経
済
活
動
へ
も
相
当
の
影

響
が
見
込
ま
れ
、
回
復
傾
向
に
あ
っ
た
景
況
感
、

雇
用
情
勢
と
も
に
悪
化
傾
向
に
転
じ
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

さ
て
、
本
日
は
、
こ
の
後
、
平
成
二
二
年
度
の

事
業
の
ご
報
告
と
二
三
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い

て
ご
審
議
い
た
だ
き
ま
す
が
、
二
二
年
度
は
会
員

の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
計
画
を
大
幅
に

上
回
る
会
員
の
増
強
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
席
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
二
三
年
度
は
、
企
業
の
取
り
組
む
べ
き

課
題
が
高
度
か
つ
広
範
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら
課
題
解
決
に
か
か
わ
る
各

種
情
報
提
供
機
能
を
強
化
・

充
実
す
る
観
点
か
ら
、
ト
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
、
特
別
セ
ミ
ナ

ー
等
の
事
業
を
さ
ら
に
大
幅

に
充
実
さ
せ
て
い
く
予
定
で

す
。
是
非
と
も
皆
様
方
の
積

極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
日
は
、
総
会
終
了
後
、
埼
玉
県
知

事
、
上
田
清
司
様
に
よ
り
、「
埼
玉
イ
ニ
シ
ア
テ

ィ
ブ
〜
自
立
自
尊
の
埼
玉
が
示
す
日
本
の
針
路
」

と
題
し
て
、
ご
講
演
が
ご
ざ
い
ま
す
。
是
非
と
も

ご
拝
聴
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

さ
て
、
議
案
の
審
議
に
先
立
ち
、
今
後
の
本
会

の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
二
点
ほ
ど
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
は
、
正
式
に
は
、
本
総
会
議
案
で
ご
審
議

い
た
だ
き
ま
す
が
、
既
に
一
部
報
道
に
ご
ざ
い
ま

し
た
通
り
、
四
月
二
二
日
の
理
事
会
に
お
い
て
、

本
総
会
を
持
っ
て
、
私
は
理
事
を
退
任
す
る
と
同

時
に
、
会
長
職
も
辞
任
し
、
特
別
顧
問
に
就
任
す

る
こ
と
。
ま
た
、
後
任
会
長
の
選
出
に
至
ら
ず
、

後
任
会
長
選
出
ま
で
の
間
、
森
谷
副
会
長
に
会
長

代
行
を
務
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
内
定
し
て
お
り

ま
す
。

私
が
、
原
名
誉
会
長
か
ら
本
会
の
会
長
職
を
引

き
継
ぎ
ま
し
て
、
二
期
四
年
が
経
過
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
四
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
ま
ず
一

期
目
の
平
成
二
〇
年
の
九
月
に
は
、
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
、
世
界
経
済
に
激
震
が
走
り
、

我
が
国
経
済
に
も
戦
後
最
悪
の
景
気
後
退
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
二
期
目
、
最
終
盤
の
本
年
三
月
に
は
、

戦
後
最
悪
の
自
然
災
害
と
な
っ
た
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
、
足
元
の
経
済
情
勢
に
過
去
最
大
の
下

落
、
低
下
を
招
い
て
お
り
ま
す
。
二
期
四
年
の
間

に
、
戦
後
最
悪
、
過
去
最
大
と
形
容
さ
れ
る
景
気

後
退
に
遭
遇
い
た
し
ま
し
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
企

業
、
そ
し
て
経
済
団
体
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、
言
葉

に
は
表
し
よ
う
の
な
い
衝
撃
的
な
経
験
で
あ
り
ま

し
た
。

こ
う
し
た
厳
し
い
経
済
情
勢
の
な
か
、
私
は
、

皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
下
、
こ
の
四
年
間
、

会
員
企
業
の
経
営
が
直
面
す
る
諸
課
題
に
取
り
組

み
、
ま
た
、
活
力
に
溢
れ
、
魅
力
あ
る
埼
玉
県
経

済
の
発
展
の
た
め
に
諸
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

私
は
、
も
と
よ
り
会
長
職
に
固
執
す
る
つ
も
り

は
な
く
、
地
域
経
済
発
展
の
た
め
に
、
地
域
を
代

表
す
る
企
業
経
営
者
に
任
期
終
了
後
に
会
長
職
を

託
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
諸
般
の
情
勢
か
ら
、
次
期
会

長
を
選
出
す
る
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は

「
変
わ
る
」変
化
か
ら「
変
え
る
」変
化
へ

〜
勇
気
と
決
断
力
を
持
っ
て
、
変
化
を
起
こ
そ
う
〜

― ２ ―
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偏
に
私
の
力
不
足
の
な
せ
る
技
で
あ
り
、
会
員
の

皆
様
に
対
し
、
本
席
を
お
借
り
し
て
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

本
日
で
、
会
長
職
を
離
れ
ま
す
が
、
新
会
長
選

出
ま
で
は
、
会
長
職
務
を
代
行
し
て
い
た
だ
く
森

谷
副
会
長
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
と
と

も
に
、
そ
の
後
も
微
力
な
が
ら
、
本
会
並
び
に
埼

玉
県
経
済
の
発
展
の
た
め
誠
心
誠
意
取
り
組
ま
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
固
く
お
約
束
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

二
点
目
は
、
今
後
の
本
会
の
事
務
局
運
営
に
つ

い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
更
申
す
ま
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
グ
ロ
ー

バ
ル
経
済
の
進
展
に
伴
う
新
興
国
企
業
と
の
競
争

激
化
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会
の
進
行
等

に
伴
う
国
内
市
場
の
縮
小
等
か
ら
、
今
後
企
業
を

取
り
巻
く
経
営
環
境
は
益
々
厳
し
さ
を
増
し
て
く

る
も
の
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
開
業
率
の
低
下
、
廃
業
率
の
上
昇
等

を
要
因
と
し
て
中
長
期
的
に
進
行
し
て
い
る
企
業

数
減
少
等
か
ら
、
本
会
を
は
じ
め
と
す
る
経
済
団

体
へ
の
新
規
加
入
に
は
期
待
が
持
て
ず
、
今
後
は
、

た
だ
今
申
し
上
げ
た
厳
し
い
経
営
環
境
を
背
景
に
、

経
済
団
体
か
ら
退
会
す
る
企
業
も
益
々
増
加
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
諸
環
境
を
踏
ま
え
、
本
会
の
中
長
期

的
な
持
続
可
能
性
を
確
保
し
て
い
く
観
点
か
ら
、

今
般
事
務
局
体
制
の
効
率
化
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
議
案
の
中
で
ご
審
議
い
た
だ
き
ま

す
が
、
ポ
イ
ン
ト
は
常
勤
理
事
を
現
行
の
二
名
体

制
か
ら
一
名
体
制
に
変
更
す
る
と
い
う
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
事
務
局
体
制
の
見
直
し
は
、
本
会

活
動
の
縮
小
を
意
味
す
る
も
の
で
は
決
し
て
あ
り

ま
せ
ん
。
今
後
は
、
従
来
に
も
増
し
て
効
率
的
・

効
果
的
な
事
務
局
体
制
を
構
築
し
、
後
程
、
二
三

年
度
事
業
計
画
の
中
で
も
ご
説
明
い
た
し
ま
す
が
、

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
等
の
事
業
を
大
幅
に
拡
充
す
る

な
ど
、
会
員
の
皆
様
の
ご
期
待
に
沿
う
よ
う
な
活

動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

以
上
二
点
お
話
し
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
森
谷

会
長
代
行
の
本
会
運
営
に
従
来
に
も
増
し
て
、
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、
新
し
い

事
務
局
体
制
へ
の
全
面
的
な
ご
指
導
、
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
も
う
一
言
申
し
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
今
後
も
変
化
し

続
け
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
皆
様
よ
く
ご
存

じ
の
生
物
学
者
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
言
葉
に
「
最
も
変

化
に
対
応
で
き
る
種
が
生
き
残
る
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。

企
業
経
営
の
世
界
で
も
、
こ
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の

言
葉
を
引
用
し
て
、
環
境
変
化
へ
の
対
応
力
が
企

業
存
続
の
帰
趨
を
決
す
る
と
よ
く
い
わ
れ
て
い
ま

す
。私

も
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
敢

え
て
言
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
企
業
経
営
者

の
多
く
が
、
認
識
し
て
い
る
「
変
化
」
と
は
、「
変

わ
る
」
と
い
う
変
化
の
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、「
変
わ
る
」
変
化
も
重
要
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
展
望
す
る
と
、
よ
り
重
要
な

の
は
「
変
え
る
」
変
化
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
変
化
に
対
応
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
変

え
よ
う
と
し
、
自
ら
動
き
出
す
こ
と
が
必
要
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
動
き
は
、
や
が
て

企
業
競
争
力
の
大
き
な
変
化
に
な
っ
て
現
れ
る
よ

う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。
是
非
と
も
、
変
化
に
対

応
す
る
だ
け
で
な
く
、
勇
気
と
決
断
力
を
も
っ
て
、

自
ら
変
化
を
起
こ
す
よ
う
な
行
動
、
取
組
み
を
実

践
し
て
頂
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

最
後
に
、
皆
様
の
事
業
の
益
々
の
ご
繁
栄
と
、

本
日
に
ご
臨
席
の
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
私
の
会
長
と
し
て
の
最
後
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

目

次
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時
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催
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２
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森森
谷谷
会会
長長
代代
行行
・・
就就
任任
のの
挨挨
拶拶

只
今
の
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、
会
長
代
行
に

ご
選
出
い
た
だ
き
ま
し
た
、
森
谷
で
ご
ざ
い
ま
す
。

会
長
代
行
就
任
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
上
げ

ま
す
。

ま
ず
は
、
本
総
会
で
ご
退
任
さ
れ
ま
す
利
根
会

長
、
本
多
副
会
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
長
い
間

本
会
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
二
方
の
こ
れ
ま
で
の
お
取

組
み
に
対
し
、
衷
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
深
甚
な
る
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

さ
て
、
会
長
代
行
就
任
に
当
た
り
、
私
か
ら
は
、

会
員
の
皆
様
方
に
対
し
、
二
点
程
、
お
話
し
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
一
点
目
で
す
が
、
私
が
会
長
代
行
に
就
任

し
た
経
緯
に
つ
き
ま
し
て
は
、
冒
頭
の
利
根
前
会

長
の
挨
拶
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
新
会
長
選

出
ま
で
の
期
間
、
会
長
職
務
を
代
行
さ
せ
て
い
た

だ
く
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
正
副
会
長
会
議
を
中
心
に
、
後
任
会
長

の
人
選
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
が
、
地
域

経
済
発
展
の
た
め
に
、
地
域
を
代
表
す
る
企
業
経

営
者
を
選
任
で
き
る
よ
う
、
期
間
限
定
の
職
務
と

は
い
え
、
そ
の
職
責
は
全
う
す
る
決
意
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
ま
ず
も
っ
て
申
し
上
げ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

二
点
目
は
、
今
後
の
事
務
局
運
営
に
つ
き
ま
し

て
、
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
日
以
降
、
事
務
局
体
制
は
、
従
来
の
常
勤
理

事
二
名
体
制
か
ら
一
名
体
制
に
移
行
い
た
し
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
事
業
計
画
の
中
で
説
明
が
あ
り

ま
し
た
よ
う
に
、
今
後
は
、
事
業
を
縮
小
す
る
こ

と
な
く
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
事
業
を
中
心
に
従
来
以

上
に
強
化
・
充
実
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
う
し
た

事
業
に
積
極
的
に
ご
参
加
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

今
後
の
本
会
の
事
業
基
盤
を
よ
り
強
固
に
す
る
た

め
、
会
員
の
増
強
等
に
引
き
続
き
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
方
の
事
業
の
今
後
益
々

の
ご
繁
栄
と
ご
健
勝
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
会
長
代
行
就
任
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平成２３年度 主要役員
平成２３年５月１２日

役 職 名

代表取締役会長

名誉顧問

事 業 所 名

武州瓦斯�

�埼玉県経営者協会

太平洋セメント�

『顧問』

氏 名

原 宏

利 根 忠 博

栗 原 隆

役 職

顧問・名誉会長

特 別 顧 問

理 事 ・ 顧 問

役 職 名

名誉顧問

取締役頭取

取締役副社長

代表取締役

代表取締役会長

事 業 所 名

日本ピストンリング�

�武蔵野銀行

UDトラックス�

�デサン

ポーライト�

�埼玉県経営者協会

『理事』

氏 名

森 谷 文 昭

加 藤 喜久雄

坂 上 優 介

藤 池 誠 治

菊 池 勇

根 岸 茂 文

役 職

会 長 代 行

副 会 長

副 会 長

副 会 長

副 会 長

専 務 理 事

就
任
の
挨
拶
を
す
る
森
谷
会
長
代
行

新
理
事
に
よ
る
第
一
回
理
事
会
の
議
長
を
務
め
る

森
谷
会
長
代
行

― ４ ―
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《
講
師
》

▽
埼
玉
県
知
事

上
田
清
司

《
国
関
係
》

▽
経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局

局
長

照
井
恵
光

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

局
長

苧
谷
秀
信

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

総
務
部
長

坪
田
一
雄

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

労
働
基
準
部
長

安
川
裕
久

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

雇
用
均
等
室
長

渡
辺
桂
子

▽
防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部

本
部
長

安
藝

一

《
県
関
係
》

▽
産
業
労
働
部

部
長

松
岡

進

▽
産
業
労
働
部

産
業
支
援
課
長

正
能
修
一

▽
産
業
労
働
部

勤
労
者
福
祉
課
長

高
橋
利
雄

▽
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

牟
田
口
照
恭

▽
埼
玉
県
創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
セ

ン
タ
ー

所
長

立
川
吉
朗

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

事
務
局
長

田
中

寿

▽
埼
玉
県
教
育
委
員
会

副
教
育
長

三
井
隆
司

《
市
関
係
》

▽
さ
い
た
ま
市

経
済
局
長

森
田

治

《
商
工
団
体
関
係
等
》

▽
�
埼
玉
県
商
工
会
議
所
連
合
会

会
頭

松
永

功

▽
埼
玉
経
済
同
友
会

代
表
幹
事

相
川

博

▽
埼
玉
県
信
用
保
証
協
会

会
長

都
筑

信

▽
�
埼
玉
県
産
業
振
興
公
社

理
事
長

山
本
碩
徳

▽
埼
玉
県
職
業
能
力
開
発
協
会

会
長

菰
田
勇
司

▽
�
さ
い
た
ま
市
産
業
創
造
財
団

理
事
長

江
田
元
之

▽
埼
玉
県
商
工
会
連
合
会

参
事

西
島
文
治

▽
埼
玉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

参
事

田
島
俊
秀

▽
�
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
埼
玉
事

務
所

所
長

神
山
哲
雄

▽
埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会

専
務
理
事

篠
原
保
夫

▽
�
２１
世
紀
職
業
財
団
埼
玉
事
務
所

所
長

小
島
富
男

▽
独�
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
埼
玉
セ
ン

タ
ー

統
括
所
長

徳
留
光
明

《
経
済
界
関
係
》

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

代
表
取
締
役
副
社
長

戸
所
邦
弘

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

専
務
執
行
役
員

北
村
静
夫

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員

吉
岡
善
治

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員

関
川
朋
史

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員

氷
坂
智
晶

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

大
宮
西
支
店
長

西
村
浩
紀

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

県
庁
支
店
長

小
林
義
信

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

公
共
法
人
部
長

猪
俣

章

▽
�
武
蔵
野
銀
行

常
務
執
行
役
員
公
務
渉
外
部
長

木
村
健
司

▽
�
武
蔵
野
銀
行

常
務
執
行
役
員
本
店
営
業
部
長

飯
島
荘
衛

《
大
学
及
び
研
究
機
関
》

▽
埼
玉
大
学

副
学
長
（
地
域
貢
献
担
当
）渋

谷
治
美

▽
埼
玉
大
学事

務
局
参
事
役

小
林
裕
一

▽
も
の
つ
く
り
大
学

学
長

神
本
武
征

▽
埼
玉
県
立
大
学事

務
局
長

�
山
次
郎

《
労
働
団
体
関
係
》

▽
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
埼
玉
県
連

合
会

副
会
長
・
Ｊ
Ａ
Ｍ
埼
玉
会
長小

林
直
哉

▽
�
埼
玉
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

専
務
理
事

竹
花
康
雄

《
報
道
関
係
》

▽
�
埼
玉
新
聞
社

代
表
取
締
役
社
長

小
川
秀
樹

▽
�
埼
玉
新
聞
社

編
集
局
産
業
経
済
部
記
者

秋
谷
明
宣

▽
�
テ
レ
ビ
埼
玉

代
表
取
締
役
社
長

岩
崎
勝
義

▽
�
テ
レ
ビ
埼
玉

報
道
制
作
局
制
作
部
長

出
井
恭
一

▽
日
本
放
送
協
会

さ
い
た
ま
放
送
局
長

畑
野
祐
一

▽
日
本
経
済
新
聞
社

さ
い
た
ま
支
局
長

花
見
宏
昭

▽
日
刊
工
業
新
聞
社

さ
い
た
ま
総
局
長

芦
内
秀
郎

▽
時
事
通
信
社

さ
い
た
ま
支
局
長

久
保
田
浩

▽
産
経
新
聞
社

さ
い
た
ま
総
局
長

杉
山

広

▽
産
経
新
聞
社元

編
集
委
員

野
口
貢
一

▽
�
ぎ
ょ
う
せ
い

石
川
章
一
郎

《
関
係
団
体
》

▽
税
理
士
法
人
優
和
・
埼
玉
本
部

代
表
者

飯
野
雪
男

▽
�
埼
玉
県
剣
道
連
盟

副
会
長

関
口
善
行

▽
�
東
京
国
際
研
究
所所

長

稲
葉
英
幸

ごご
来来
賓賓

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

来
賓
の
皆
様

― ５ ―
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２２３３
年年
度度
定定
時時
総総
会会

アア
ルル
ババ
ムム

定
時
総
会

上
田
清
司
埼
玉
県
知
事
に
よ
る

特
別
講
演

定
時
総
会
全
景

総
会
前
控
室
で
の
記
念
撮
影

― ６ ―



来
賓
祝
辞

照
井
恵
光
経
済
産
業
省
関

東
経
済
産
業
局
局
長

組
織
拡
大
協
力
会
員
に
感
謝
状
・
記
念
品
の
贈
呈

上
田
埼
玉
県
知
事

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
へ
の
支

援
金
一
〇
〇
万
円
を
渡
す
森
谷
会
長
代
行

上
田
清
司
埼
玉
県
知
事
に
対
し
知
事
選
挙
へ
の
出
馬
要

請
を
行
っ
た

来
賓
祝
辞

苧
谷
秀
信
埼
玉
労
働
局
長

来
賓
祝
辞

森
田
治
さ
い
た
ま
市
経
済

局
長

来
賓
祝
辞

三
井
隆
司
埼
玉
県
教
育
委

員
会
副
教
育
長

退
任
の
挨
拶
を
す
る
本
多
康
夫
副
会
長

支
援
金
贈
呈
に
対
し
上
田
埼
玉
県
知
事
よ
り
感
謝
状
が

授
与
さ
れ
た

上
田
知
事
へ
の
講
演
謝
辞
な
ら
び
に
閉
会
の
挨
拶
を
行

う
藤
池
副
会
長

― ７ ―



青
年
経
営
者
部
会
の
平
成
二
十
三
年

度
定
時
総
会
が
五
月
二
十
日
�
午
後
、

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
、
ご
来
賓
に
利

根
忠
博
埼
玉
県
経
営
者
協
会
特
別
顧
問

を
迎
え
三
十
余
名
が
参
加
し
て
開
催
さ

れ
た
。

総
会
は
松
本
伸
一
郎
部
会
長
（
松
本

商
会
・
社
長
）
が
議
長
と
な
り
、
平
成

二
十
二
年
度
事
業
報
告
、
同
決
算
報
告
。

続
い
て
平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画
案
、

同
事
業
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

こ
の
後
、
内
山
泰
成
会
計
監
事
（
ウ

チ
ヤ
マ
建
設
・
社
長
）
の
特
別
会
員
へ

の
移
行
に
伴
う
役
員
改
選
案
が
提
案
さ

れ
、
原
案
通
り
新
会
計
監
事
に
眞
子
岳

志
氏
（
真
工
社
・
社
長
）
が
新
役
員
と

し
て
選
任
さ
れ
た
。

総
会
に
先
立
ち
挨
拶
に
立
っ
た
松
本

伸
一
郎
部
会
長
は
、
東
日
本
大
震
災
の

早
期
復
興
を
願
っ
た
。
ま
た
、「
厳
し

い
経
営
環
境
の
中
、
事
業
継
承
予
定
者

に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
常
に
高
い
目

標
を
掲
げ
前
進
す
る
会
に
し
た
い
。
ま

た
、
組
織
拡
大
に
力
を
注
ぎ
、
会
員
増

強
を
図
り
、
企
業
経
営
に
役
立
つ
例
会

を
企
画
す
る
な
ど
、
魅
力
あ
る
部
会
に

し
て
い
き
た
い
と
。
さ
ら
に
２
０
１
４

年
の
埼
玉
で
の
全
国
大
会
に
向
け
邁
進

し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

総
会
終
了
後
の
特
別
講
演
は
、
増
田

学
幹
事（
友
栄
塗
装
・
社
長
）の
司
会
・

進
行
で
執
り
行
わ
れ
、
テ
ー
マ
を
「
ド

ラ
ッ
カ
ー
の
い
う
顧
客
創
造
の
経
営
」

と
題
し
、
鐘
紡
�
元
顧
問
三
谷
康
人
氏

の
講
演
を
拝
聴
し
た
。

氏
は
昭
和
四
年
、
広
島
県
に
生
ま
れ
、

二
十
七
年
に
慶
応
大
学
卒
業
、
鐘
紡
�

に
入
社
。
三
十
七
年
、
洗
礼
を
受
け
る
。

平
成
六
年
、
カ
ネ
ボ
ウ
薬
品
�
社
長
就

任
。
現
在
、
元
日
本
ラ
ン
テ
ェ
ス
タ
ー

協
会
監
事
、
日
本
漢
方
製
薬
剤
協
会
顧

問
等
。

著
書
に
は
、
出
世
競
争
・
事
な
か
れ

主
義
に
流
さ
れ
ず
、
幾
度
も
降
格
と
左

遷
に
合
い
な
が
ら
、
カ
ネ
ボ
ウ
グ
ル
ー

プ
の
経
営
者
と
し
て
、
大
き
な
足
跡
を

残
し
た
異
色
の
男
の
人
生
を
著
し
た

「
逆
転
人
生
」。
そ

し
て
、
経
営
の
原
点

は
顧
客
の
創
造
で
あ

る
と
し
、
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ン
人
生
に
お
け
る

勝
利
へ
の
マ
ス
タ
ー

キ
ー
を
提
示
し
た

「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
生

と
聖
書
」
を
表
し
て

い
る
。

講
演
で
は
、
ド
ラ

ッ
カ
ー
と
の
出
会
い

と
彼
の
考
え
方
を
述

べ
、
事
業
の
目
的
は

唯
一
「
顧
客
創
造
」

で
あ
る
と
説
き
、
そ

の
た
め
に
は
、
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
二
つ
が
必
要
で
あ

り
、
一
、
事
業
の
使
命
は
何
か
、
二
、

顧
客
は
だ
れ
か
、
三
、
顧
客
の
求
め
て

い
る
価
値
は
何
か
、
と
考
え
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
自
社
製
品
「
八
味
地
黄

丸
」
の
事
例
で
詳
し
く
、
分
か
り
易
く
、

具
体
的
に
、
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
懇
親
パ
ー
テ

ィ
ー
の
部
で
は
、
利
根
埼
玉
県
経
営
者

協
会
特
別
顧
問
か
ら
、
ご
祝
辞
を
い
た

だ
い
た
。

特
別
顧
問
か
ら
は
、
東
日
本
大
震
災

後
の
、
電
力
事
情
、
工
場
移
転
計
画
等

の
お
話
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、「
青
年

経
営
者
部
会
の
活
動
は
多
く
の
若
手
経

営
者
の
手
本
に
も
な
っ
て
お
り
、
多
く

の
会
員
を
集
め
、
大
い
に
活
性
化
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
、
今
後
と
も
、

親
会
と
一
致
団
結
し
、
県
産
業
界
の
発

展
に
貢
献
す
る
活
動
を
展
開
し
て
欲
し

い
」
と
も
挨
拶
さ
れ
た
。

続
い
て
、
今
般
新
特
別
会
員
に
な
ら

れ
た
内
山
泰
成
氏
の
挨
拶
と
記
念
品
の

贈
呈
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
藤
池
誠
治
初
代
部
会
長
・

経
営
者
協
会
副
会
長
の
音
頭
で
乾
杯
が

行
わ
れ
、
親
会
新
役
員
の
根
岸
茂
文
専

務
理
事
、
そ
し
て
、
新
会
員
の
自
己
紹

介
も
あ
り
、
講
師
の
三
谷
氏
や
利
根
特

別
顧
問
を
囲
み
な
が
ら
、
本
来
の
目
的

で
あ
る
会
員
相
互
の
啓
発
、
情
報
交
換

が
一
層
深
め
ら
れ
て
、
散
会
し
た
。

「
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
い
う
顧
客
創
造
の
経
営
」

と
題
し
三
谷
康
人
氏
が
講
演

青
年
経
営

者

部

会

２３
年
度
定
時
総
会
開
催

祝
辞
を
述
べ
る
利
根
特
別
顧
問

挨
拶
す
る
松
本
部
会
長

講
演
す
る
三
谷
康
人
氏

― ８ ―
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本会が平成２３年６月２０日現在でまとめた県内事業所の今次春季労使交渉・回答状況は、集計可能な２６社の単純
平均（表１）で、回答額４，０１７円、率では１．４８％となっている。これは昨年同企業の妥結実績（４，０９３円、１．５０％）
と比べて、金額で７６円、率では０．０２％のマイナスとなっている。
従業員規模別にみると、従業員１，０００人以上の大手企業８社の平均は、金額で４，７１４円、率では１．６７％となって

おり、昨年の実績（４，９３８円、１．７３％）と比べて、金額で２２４円、率で０．０６％のマイナスとなっている。
また、従業員１，０００人未満の１８社では、額で３，７０８円、率で１．４０％となっており、昨年の実績（３，６７０円、１．３７

％）と比べて、ほぼ横ばいだが、金額で３８円、率では０．０３％のプラスとなっている。
今回の調査では東日本大震災による影響やリーマンショック以降の厳しい経営環境からか、昇給方法は、「定

昇のみ実施」と回答した企業が４４％で、ベアも５００円以下が大勢を占めた。また、「賃金カット」や「昇給ゼロ」
という回答も寄せられたが、これらは集計には反映していない。
一方、各調査機関の中間集計結果（表２）では、日本経団連大手１１２社の単純平均は５，３６８円、１．７８％で昨年比、

金額では４円のマイナスとなった。また、日本経団連・中小２１８社の単純平均は３，６７８円、１．４７％で昨年比、金額
で１４４円、率では０．０５％のプラスとなっている。
また、単純比較はできないが、県産業労働部調査１１３社の加重平均では、金額は４，３８９円、率は１．４９％と昨年比、

金額で５０２円、率では０．１４％のプラスとなっている。

（表１）〈県内事業所〉（単純平均） ―６月２０日現在集計・本会調べ―

平成２２年

妥結額

率

１．３７

１．４８

１．２６

１．６２

１．７３

１．５０

１．４９

１．６５

（注）�調査対象は、本会会員企業の中で労働組合が組織されている約１３０社。
�６月２０日現在、回答ないし妥結の報告が届いた企業３０社の内、金額集計可能な企業について集計したもの。
�昨年の妥結額は集計した企業の昨年妥結額。

金額

３，６７０

４，０５３

３，３０８

４，７２９

４，９３８

４，０９３

４，１６８

４，８１１

平成２３年

回答・妥結額

率

１．４０

１．４２

１．３５

１．４９

１．６７

１．４８

１．５５

１．１０

金額

３，７０８

３，８７０

３，５５３

３，８４８

４，７１４

４，０１７

４，２０５

２，９８３

勤続

１３．９

１３．１

１３．９

１５．５

１４．９

１４．２

１４．４

１２．７

年齢

３８．１

３７．３

３８．４

３８．８

３７．７

３８．０

３８．３

３６．０

所定内賃金

２６５，５７６

２７２，０４１

２６２，９５５

２５７，９７８

２８１，９８２

２７０，８２６

２７０，８８１

２７０，４２２

社数

１８

６

９

３

８

２６

２２

４

区分

１，０００人未満計

９９９～３００人

２９９～１００人

１００人未満

１，０００人以上

総 平 均

製 造 業 平 均

非製造業平均

（表２）〈調査機関別賃金妥結状況〉 ―中間集計―

平成２２年（２０１０年）

率（％）

１．８６

１．７６

１．５０

１．４２

１．３５

１．５０

１．３７

（注）�日本経団連大手は主要２１業種・大手２４８社、中小は従業員数５００人未満・１７業種・７４２社を対象としたもの。
�埼玉県は県産業労働部調査。

妥結額

５，８８６

５，３８３

３，８０８

３，５３４

３，８８７

４，０９３

３，６７０

平成２３年（２０１１年）

率（％）

１．８５

１．７８

１．６７

１．４７

１．４９

１．４８

１．４０

回答・妥結額

５，８４２（－４４）

５，３７９（－ ４）

４，４２２（＋６１４）

３，６７８（＋１４４）

４，３８９（＋５０２）

４，０１７（－７６）

３，７０８（＋３８）

集計方法

加 重

単 純

加 重

単 純

加 重

単 純

社 数

１１２

２１８

１１３

２６

１８

集計月日

６月１０日

５月２７日

５月２０日

６月２０日

調 査 機 関

大 手 企 業

中 小 企 業

総 平 均

総 平 均

１０００人未満計

日本経団連

埼 玉 県

埼 玉 経 協

平平成成２２３３年年春春季季労労使使交交渉渉・・回回答答状状況況
�埼玉県経営者協会

（ ）内は対２０１０年

― ９ ―



										
										
										

														
														
														

�調査対象 ……………………………７６０社

有効回答数 ………………………２３８社

回収率……………………………３１．３％

�調査期間 ４月２８日～５月２５日

�業種内訳 �内製造業 ……………１１４社

�内非製造業 …………１２４社

�資本金別
�５千万円以下 ……………………１０５社

�５千万円超～１億円以下…………５１社
�１億円超～３億円以下……………２６社
�３億円超～…………………………５６社

企業経営動向調査・特別調査（１１年４月実施）調査結果

調調 査査 概概 要要

�『景況判断』をみると、現状は、「国内景気」、「業界の景気」、「自社の業況」いずれも大幅に悪化している。
�先行きは、「国内景気」は大幅悪化を見込むものの、「業界の景気」、「自社の業況」については、「国内景気」比、や
や小幅な悪化を見込んでいる

企企業業経経営営動動向向調調査査結結果果

２．業界の景気DI
（「上昇」－「下降」）

１１年４月

－６５

－６２

－６７

－２１

－５

－３６

１１年１月

－２４

－１１

－３６

－１５

－３

－２６

１．国内景気DI
（「上昇」－「下降」）

１１年４月

－７３

－７１

－７４

－２８

－１８

－３７

１１年１月

－１４

－１７

－１１

＋４

－１

＋９

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�．景況判断

３．自社の業況DI
（「上昇」－「下降」）

１１年４月

－４１

－３９

－４３

－９

－１

－１５

１１年１月

－８

＋１

－１６

＋２

＋６

－１

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

■景況判断
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�『経営動向』は、１１年１－３月期、４－６月期の「売上高」、「経常利益」ともに、大幅に悪化。
�「売上高」、「経常利益」とも、１１年４－６月期を底と見ており、７－９月期より改善に向かうとみられる。

■経営動向

�．経営動向

２．経常利益DI（対前四半期比）

見 通 し

１１／７－９

＋１

＋８

－６

（注）１１／１－３月期、４－６月期の上段の（ ）内の数値は、１１年１月調査時の見通し

１１／４－６

（＋１）
－２８

（＋６）
－４２

（－４）
－１５

実 績

１１／１－３

（－９）
－１９

（－２）
－２０

（－１５）
－１７

１０／１０－１２

＋８

＋４

＋１１

１．売上高DI（対前四半期比）

見 通 し

１１／７－９

＋８

＋１６

０

１１／４－６

（－１）
－３０

（＋２）
－４３

（－５）
－１８

実 績

１１／１－３

（＋１１）
－１５

（＋６）
－１１

（＋１４）
－１９

１０／１０－１２

＋１１

＋６

＋１４

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

■その他の指標

２．生産・営業用設備DI
（「過剰」－「不足」）

１１年４月調査

＋９

＋１３

＋５

０

＋１

０

１１年１月調査

＋６

＋６

＋７

＋１

＋１

－１

１．製品の在庫水準DI
（「過大」－「不足」）

１１年４月調査

＋９

＋１９

０

０

＋６

－５

１１年１月調査

＋９

＋１４

＋４

＋３

＋７

－１

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�．その他

�『その他の指標』をみると、「製品の在庫水準DI」、「生産・営業用設備DI」、「雇用人員DI」、「資金繰りDI」ともに、
横這いないし僅かな悪化を見込んでおり、東日本大震災の影響はあまりみられない。

�また、「販売価格DI」、「仕入価格DI」をみると、販売価格、仕入価格ともに製造業で上昇傾向がみられる。
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４．資金繰りDI
（「楽」－「厳しい」）

１１年４月調査

－５

－７

－３

－６

－７

－５

１１年１月調査

－３

－２

－５

－４

－５

－３

３．雇用人員DI
（「過剰」－「不足」）

１１年４月調査

＋１４

＋２１

＋７

－３

－２

－３

１１年１月調査

＋８

＋１３

＋４

－２

＋４

－８

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

６．仕入価格DI
（「上昇」－「下落」）

１１年４月調査

＋２９

＋４１

＋１９

＋２４

＋３１

＋１８

１１年１月調査

＋２２

＋２８

＋１７

＋３０

＋４３

＋１７

５．販売価格DI
（「上昇」－「下落」）

１１年４月調査

－１８

－９

－２６

－１６

－１３

－２０

１１年１月調査

－２３

－２５

－２１

－２７

－２８

－２６

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

特特別別調調査査結結果果

�東日本大震災の店舗や工場などの営業休止等の影響は１６％の企業に出ているものの、そのほとんどが３月末までに営
業を再開しており、一部店舗等の営業再開等が５月以降にずれ込む企業は３％にとどまっている。

�製造業の４月末時点の操業度は１００％以上が２０％弱にとどまっており、全体の８割の企業で震災前の操業度に戻って
いないことがわかる。

�東日本大震災の１１年度業績への影響については、「売上高」では、増加するという回答が１０％、横這いが２６％となっ
ているに対し、「０～１０％の減少」が３１％、「１０～２０％の減少」が２２％となっているなど、２／３の企業で減少すると

回答している。営業利益では、増加するという回答が１０％、横這いが３０％となっているのに対し、「０～２０％の減益」

が４１％、「２０～４０％の減益」が１０％となるなど、全体の６割の企業で減益を見込んでいる。

■東日本大震災の影響
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�．４月末時点の操業度（製造業：％）

１９．１

５２．７

２０．０

７．３

０．９

１００．０

１．１００％以上

２．８０～１００％未満

３．６０～８０％未満

４．４０～６０％未満

５．４０％未満

合 計

�．東日本大震災の店舗や工場などへの影響について（％）

４０．２

４３．２

１１．９

１．７

０．４

１．３

１．３

１００．０

１．影響なし

２．被害が軽微（事業所等の営業・操業停止無）

３．３月末までに営業・操業開始

４．４月末までに営業・操業開始

５．５月末までに営業・操業開始

６．９月末までに営業・操業開始

７．１０月以降営業・操業開始

合 計

（注１）東日本大震災の店舗や工場などへの影響の「選択肢３」以降は、営業停止等があった企業でそれぞれの月末までに営業等を再開した割
合を示す。

（注２）操業度は東日本大震災前を１００とした操業度をあらわす。

�．東日本大震災の１１年度業績への影響

営業利益への影響（％）

９．８

２９．９

４０．６

１０．２

３．９

３．９

１．７

１００．０

１．増加する

２．横這い

３．０％超～２０％の減益

４．２０％超～４０％の減益

５．４０％超～６０％以内の減益

６．６０％超の減益

７．赤字転落

合 計

売上への影響（％）

９．９

２６．２

３１．３

２１．９

８．６

２．１

１００．０

１．増加する

２．横這い

３．０％超～１０％の減少

４．１０％超～２０％の減少

５．２０％超～３０％の減少

６．３０％超の減少

合 計

■BCPの策定及び機能状況

�BCPの策定状況は「策定済み」が３２％にとどまり、２／３以上の企業で未策定となっている。
�今回の東日本大震災の発生による策定済みBCPの機能状況は、被災等の影響がなく「BCPの発動はなかった」が
４４％、「概ね機能した」が２２％となっている一方で、「微修正が必要」が１９％、「大幅な見直しが必要」が１５％と全体

の１／３の企業でBCPの修正・見直しが必要という回答となっている。

�BCPで早急な修正等の対応が必要な項目としては、第１位が「自家発電設備等の設置拡大などの電力供給不足対応」
で２３％、第２位は「部品調達・原材料調達ルートの確保」で１１％となっており、３位で「燃料不足対応」、「通信ネッ

トワークの寸断対応」、「資金調達対策」が８％台で続いている。

―１３―



�－１．BCP（事業継続計画）策定状況（％）

３２．２

６７．８

１．策定済み

２．未策定

�－２．策定済みのBCPの機能状況（％）

４３．８

２１．９

１９．２

１５．１

０．０

１００．０

１．被災等の影響を受けなかったのでBCPは発動しなかった

２．概ねBCPは機能した

３．想定外ないし想定を超える事象が発生したがBCPは微修正で問題ない

４．想定外ないし想定を超える事象が発生しBCPの大幅な見直しが必要

５．想定外ないし想定を超える事象が発生しBCPが機能せず抜本的な見直しが必要

合 計

�－３．BCPで早急な対応が必要と判断される項目（％）

２３．２

１１．６

８．７

８．７

８．７

５．８

５．８

５．８

２１．７

１００．０

電力供給不足（自家発電設備等の設置拡大）対応

部品調達・原材料調達ルートの確保

燃料不足対応

通信ネットワークの寸断対応

資金調達対策

社員や家族、取引先等の安否確認体制

従業員の通勤手段の確保

訓練手順・復旧手順等マニュアル類の整備

その他

合 計

１位

２位

３位

３位

３位

６位

６位

６位

■節電対策について

�現在検討中の夏場の節電対策としては、「空調の温度設定の引上げ」が２０％を超え、最も多くなっており、２位が「ク
ールビズの徹底」で１７％、３位が「残業制限」で８％、以下、「営業職員の外出時間帯の照明・空調停止」、「フロア

別停電」、「休日稼働」、「LED照明の活用」、「始業時間の繰り上げ」、「夜間稼働」、「自家発電設備の設置拡大」と続

いている。
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�．夏場にどのような節電対策を講じますか（％）

２０．５

１７．２

８．３

７．７

６．１

６．０

５．６

５．３

４．６

３．７

３．１

１１．９

１００．０

空調の温度設定の引上げ

クールビズの徹底

残業制限

営業職員の外出時間帯の照明・空調停止

フロア別停電

休日稼働

LED照明の活用

始業時間の繰り上げ

夜間稼働

自家発電設備の設置拡大

夏季一斉休暇拡大

その他

合 計

１位

２位

３位

４位

５位

６位

７位

８位

９位

１０位

１１位

■２４年度の採用計画

�２４年度の採用計画を２３年度の採用実績と比較する、「減少する」が３２％と「増加する」の約１０％を２２ポイント上回っ
ている。

�さらに、２４年度の当初計画を東日本大震災発生後と比較すると、「減少する」が２２％と「増加する」は４％にとどま
り、東日本大震災による企業業績へのマイナスの影響等を踏まえ、マイナス修正する企業が多くなっている。

�．２４年度採用計画について

１．２３年度実績との比較〈当初計画〉（％）

合計

１００．０

２．当初計画は東日本大震災の発生を受けどのようになりますか

合計

１００．０

減少する

３２．０

減少する

２１．５

横這い

５８．３

横這い

７４．６

増加する

９．７

増加する

３．９
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平
成
二
三
年
度
第
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
は
、
平
成
二
三
年
六
月
一
三
日
�

一
四
時
か
ら
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル

四
階
市
民
ホ
ー
ル
で
、
一
〇
一
名
の

方
々
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
中
国

経
済
・
日
米
中
外
交
研
究
の
日
本
の
第

一
人
者
で
あ
る
キ
ヤ
ノ
ン
グ
ロ
ー
バ
ル

戦
略
研
究
所
研
究
主
幹
瀬
口
清
之
氏
を

講
師
と
し
て
迎
え
、「
変
化
す
る
中
国

ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
対
応
〜
中
国
の
政
治
・

経
済
情
勢
を
踏
ま
え
て
」
と
題
し
て
開

催
さ
れ
た
。

瀬
口
氏
か
ら
は
、
�
中
国
の
マ
ク
ロ

経
済
の
現
状
、
�
内
陸
部
が
リ
ー
ド
す

る
内
需
主
導
型
経
済
成
長
モ
デ
ル
へ
の

転
換
、
�
第
四
次
対
中
投
資
ブ
ー
ム
と

対
中
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
の
見
直
し
、
�
第

一
二
次
五
カ
年
計
画
の
概
要
、
�
中
国

経
済
の
長
期
展
望
〜
将
来
リ
ス
ク
、
�

東
日
本
大
震
災
と
日
中
関
係
を
内
容
と

す
る
講
演
が
行
わ
れ
、
急
激
に
進
む
中

国
の
経
済
構
造
の
変
化
、
中
国
の
マ
ク

ロ
経
済
政
策
、
外
交
姿
勢
等
を
踏
ま
え

た
、
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
の
今
後
と
日
本
企

業
の
取
り
組
む
べ
き
方
向
性
等
に
つ
い

て
熱
く
語
ら
れ
た
。（
詳
細
は
既
送
付

済
の
講
演
資
料
ご
参
照
）

ま
た
、
最
後
に
は
、
瀬
口
氏
が
中
心

と
な
っ
て
設
立
さ
れ
た
、日
本
の
中
堅
・

中
小
企
業
の
対
中
進
出
支
援
の
た
め
の

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
「
ア

ジ
ア
・
ブ
リ
ッ
ジ
」
の
概
要
に
つ
い
て

の
説
明
も
行
わ
れ
た
。

瀬
口
氏
が
講
演
で
主
張
さ
れ
た
主
な

ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
。

□
中
国
経
済
は
、
賃
金
上
昇
に
伴
う
消

費
の
拡
大
、
民
間
部
門
の
設
備
投
資

の
強
さ
、
四
兆
元
経
済
刺
激
の
「
慣

性
」、
昨
年
の
環
境
・
省
エ
ネ
規
制

の
反
動
、
低
所
得
者
向
け
廉
価
住
宅

建
設
の
増
大
等
か
ら
、
引
き
続
き
高

成
長
を
持
続
す
る
。

□
中
国
経
済
は
、
今
後
も
実
質
年
率
一

〇
％
程
度
、
物
価
上
昇
率
五
％
、
人

民
元
高
（
対
ド
ル
レ
ー
ト
年
率
五
％

の
ペ
ー
ス
）
を
考
慮
す
る
と
、
世
界

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
較
で
利
用
さ
れ
る
米
ド

ル
ベ
ー
ス
で
は
年
率
二
〇
％
の
成
長

を
今
後
も
持
続
し
、
早
け
れ
ば
二
〇

二
〇
年
に
米
国
を
抜
き
世
界
一
の
経

済
大
国
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

□
中
国
は
内
陸
部
を
含
む
広
い
国
土
の

各
地
に
数
多
く
の
大
都
市
・
中
小
都

市
が
存
在
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら

を
つ
な
ぐ
交
通
物
流
イ
ン
フ
ラ
の
建

設
並
び
に
主
要
幹
線
鉄
道
の
高
速
化

等
の
経
済
誘
発
効
果
が
極
め
て
高
い
。

し
た
が
っ
て
、
今
後
は
内
陸
部
が
リ

ー
ド
す
る
内
需
主
導
型
経
済
成
長
モ

デ
ル
へ
転
換
し
て
い
く
。

□
現
在
の
中
国
は
第
四
次
対
中
投
資
ブ

ー
ム
の
最
中
に
あ
り
、
そ
の
投
資
は
、

�
特
に
内
陸
部
を
中
心
と
し
た
国
内

市
場
狙
い
、
�
サ
ー
ビ
ス
業
中
心
、

�
一
件
当
た
り
の
投
資
額
が
小
さ
い
、

�
収
益
再
投
資
型
が
増
え
て
い
る
と

い
っ
た
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。

□
中
国
は
沿
海
部
主
要
都
市
の
所
得
水

準
が
上
昇
し
、
消
費
行
動
が
変
化
す

る
と
い
わ
れ
る
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ

が
一
万
ド
ル
を
超
え
る
都
市
が
続
出

し
て
お
り
、
現
在
で
は
そ
の
都
市
人

口
の
総
計
は
、
日
本
の
総
人
口
を
上

回
る
一
億
四
千
万
人
に
達
し
て
い
る
。

□
日
本
企
業
の
対
中
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
と

し
て
は
、
従
来
は
加
工
貿
易
型
で
主

な
販
売
先
は
先
進
国
と
い
う
ケ
ー
ス

が
多
か
っ
た
が
、
二
〇
〇
九
年
以
降

は
、
中
国
国
内
市
場
の
販
路
拡
大
が

主
目
標
と
な
っ
て
い
る
。

□
今
後
の
対
中
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
の
具
体

的
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
各
地
域

の
実
情
に
合
わ
せ
た
販
売
網
の
構
築

や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
立
案
、

中
国
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
開
発
が
重
要
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
戦
略
を
推
進
し
、

中
国
国
内
市
場
を
開
拓
す
る
に
は
中

国
人
に
頼
る
し
か
な
い
と
い
う
こ
と

を
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

□
中
国
の
将
来
リ
ス
ク
を
政
治
面
か
ら

み
る
と
、
�
政
権
の
求
心
力
が
徐
々

に
低
下
す
る
傾
向
に
あ
る
、�
汚
職
・

腐
敗
、
情
報
統
制
、
環
境
破
壊
等
に

対
す
る
中
国
の
一
般
庶
民
の
不
満
が

増
大
す
る
傾
向
に
あ
る
、
�
そ
し
て

経
済
成
長
率
が
低
下
し
、
経
済
面
で

の
不
満
が
増
大
す
る
と
政
治
に
対
す

る
不
満
が
表
面
化
す
る
等
の
リ
ス
ク

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

□
経
済
面
か
ら
中
国
の
リ
ス
ク
を
み
る

と
、
�
国
有
企
業
が
保
護
さ
れ
競
争

が
抑
制
さ
れ
て
い
る
、
�
賃
金
上
昇

が
企
業
の
コ
ス
ト
を
上
昇
さ
せ
る
一

方
、
イ
ン
フ
レ
抑
制
に
よ
る
金
融
引

き
締
め
か
ら
投
資
が
抑
制
さ
れ
る
な

ど
、
企
業
収
益
が
圧
迫
さ
れ
る
、
�

大
規
模
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
あ
と
五

年
で
山
を
超
え
る
、
�
二
〇
二
〇
年

以
降
労
働
力
人
口
が
急
速
に
減
少
す

る
等
の
リ
ス
ク
を
想
定
す
べ
き
で
あ

る
。

□
今
後
の
日
中
関
係
を
展
望
す
る
と
、

「
中
国
の
発
展
は
日
本
の
発
展
、
日

本
の
発
展
は
中
国
の
発
展
」
と
い
う

戦
略
的
互
恵
関
係
の
構
築
を
早
期
に

実
現
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

―
平
成
二
三
年
度
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
第
一
回
開
催

『
変
化
す
る
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
対
応
〜

中
国
の
政
治
・
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
て
』

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
全
景

講
演
す
る
瀬
口
清
之
氏

講
演
終
了
後
、
瀬
口
氏（
右
）と

名
刺
交
換
を
す
る
参
加
者

―１６―
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埼
玉
県
環
境
部
と
の
共
催
に
よ
る
環
境
セ
ミ
ナ

ー
「
ス
タ
ー
ト
Ｃ
Ｏ
２

削
減
埼
玉
モ
デ
ル
〜
埼
玉

県
が
進
め
る
目
標
設
定
型
排
出
量
取
引
制
度
に
つ

い
て
」
が
平
成
二
三
年
四
月
二
六
日
、
一
三
時
三

〇
分
よ
り
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
内
の
研
修
室
に

て
会
員
・
関
係
者
八
三
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
ま
ず
、
埼
玉
県
環
境
部
温
暖
化
対

策
課
副
課
長
松
山
謙
一
氏
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
そ

の
後
「
産
業
・
業
務
部
門
に
お
け
る
地
球
温
暖
化

対
策
〜
目
標
設
定
型
排
出
量
取
引
制
度
」
の
概
要

に
つ
い
て
、「
円
滑
な
制
度
導
入
の
た
め
の
支
援

策
に
つ
い
て
」
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。（
詳
細
に
つ

い
て
は
別
途
送
付
済
の
講
演
資
料
等
を
ご
参
照
）

目
標
設
定
型
排
出
量
取
引
制
度
の
概
要
に
つ
い

て
は
、
温
暖
化
対
策
課
主
査
山
井
毅
氏
か
ら
、
埼

玉
県
地
球
温
暖
化
環
境
条
例
の
内
容
、
排
出
量
取

引
制
度
導
入
の
経
緯
、
同
制
度
の
概
要
の
説
明
に

続
き
、
同
制
度
へ
の
対
応
と
し
て
、
�
事
業
所
範

囲
の
確
認
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
把
握
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
把
握
、
基
準
排
出
量
の
捉
え
等
の
現
状

把
握
、
�
目
標
削
減
率
の
考
え
方
な
ど
の
目
標
設

定
、
�
計
画
策
定
、
�
対
策
の
実
施
、
�
目
標
達

成
の
確
認
な
ど
、
各
ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
具
体
的

な
説
明
が
行
わ
れ
た
。

円
滑
な
制
度
導
入
の
た
め
の
支
援
策
に
つ
い
て

は
、
同
課
主
査
松
本
孝
氏
か
ら
「
民
間
事
業
者
Ｃ

Ｏ
２

排
出
削
減
設
備
導
入
補
助
金
」
に
つ
い
て
、

補
助
対
象
者
、
補
助
の
条
件
、
審
査
・
選
定
・
採

択
の
プ
ロ
セ
ス
、
応
募
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
説
明
と

そ
の
他
の
支
援
策
と
し
て
、環
境
み
ら
い
資
金（
環

境
分
野
設
備
投
資
へ
の
低
利
融
資
制
度
）
等
の
説

明
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
後
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ

た
。

平
成
二
三
年
五
月
二
三
日
�
一
三
時
三
〇
分
よ

り
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
内
の
研
修
室
に
お
い
て
、

埼
玉
県
産
業
労
働
部
・
関
東
経
済
産
業
局
支
援
施

策
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
会
員
及
び
関
係
者
六
五

名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

説
明
会
は
、
埼
玉
県
産
業
労
働
部
・
産
業
政
策

課
長
小
川
良
和
氏
の
開
会
挨
拶
の
後
、
以
下
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
進
行
し
、
そ
の
後
活
発
な
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
た
。（
講
演
資
料
に
つ
い
て
は
別
送
済
）

□
埼
玉
県
産
業
労
働
部

◆
埼
玉
県
に
お
け
る
企
業
経
営
向
上
の
た
め
の
諸

施
策

一
�
次
世
代
産
業
参
入
支
援
に
つ
い
て

産
業
支

援
課
副
課
長
・
斎
藤
義
昭
氏

二
�
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
に
つ
い
て

商
業
・
サ

ー
ビ
ス
産
業
支
援
課
長
・
岩
田
靖
人
氏

三
�
中
小
企
業
国
際
化
支
援
施
策
に
つ
い
て

企

業
立
地
課
長
・
星
野
善
治
氏

四
�
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
支
援
に
つ
い
て

産
業
労
働
政
策
課
長
・
小
川
良
和
氏

五
�
中
小
企
業
制
度
融
資
に
つ
い
て

金
融
課

長
・
加
藤
和
男
氏

□
関
東
経
済
産
業
局

地
域
経
済
部
次
長
太
細
敏

夫
氏

一
�
夏
期
の
電
力
需
給
対
策
に
つ
い
て

二
�
中
小
企
業
向
け
支
援
策
に
つ
い
て

三
�
日
本
の
再
生
に
向
け
て
の
政
策
推
進
指
針

環環
境境
セセ
ミミ
ナナ
ーー
開開
催催

――
埼埼
玉玉
県県
環環
境境
部部
とと
本本
会会
共共
催催
――

「
ス
タ
ー
ト
Ｃ
Ｏ
２

削
減
埼
玉
モ
デ
ル

〜
埼
玉
県
が
進
め
る
目
標
設
定
型
排
出
量
取
引
制
度
に
つ
い
て
」

埼埼
玉玉
県県
産産
業業
労労
働働
部部
・・
関関
東東
経経
済済
産産
業業
局局

支支
援援
施施
策策
説説
明明
会会
開開
催催

開
会
挨
拶
を
す
る

小
川
産
業
労
働
政
策
課
長

岩
田
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援

課
長

加
藤
金
融
課
長

開
会
挨
拶
を
す
る
松
山
副
課
長

講
演
す
る
山
井
主
査

講
演
す
る
松
本
主
査

斎
藤
産
業
支
援
課
副
課
長

星
野
企
業
立
地
課
長

太
細
関
東
経
済
産
業
局

地
域
経
済
部
次
長
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平成23年

代
表
取
締
役

会

長

武

州

ガ

ス

株

式

会

社

名
誉
顧
問

森

谷

文

昭

日
本
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
株
式
会
社

社

長

上

條

正

仁

株
式
会
社

埼
玉
り
そ
な
銀
行

頭

取

株
式
会
社

武
蔵
野
銀
行

代

表

取
締
役

株
式
会
社

デ

サ

ン

代
表
取
締
役

会

長

菊

池

勇

ポ
ー
ラ
イ
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

牛

山

電

工

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

荻

野

芳

朗

株
式
会
社
ピ
ッ
ク
ル
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

会

長

日

本

伸

管

株

式

会

社

代

表

取
締
役

吉
野
電
化
工
業
株
式
会
社

理
事
長

公
益
財
団
法
人

埼
玉
り
そ
な
産
業
経
済
振
興
財
団

代
表
取
締
役

社

長

平

沼

一

幸

埼
玉
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

株
式
会
社

丸

善

吉

見

商

事

株

式

会

社

代

表

取
締
役

株
式
会
社

こ
も
だ
建
総

到着順掲載紙上名刺交換会
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代
表
取
締
役

社

長

岡

村

裕

り
そ
な
総
合
研
究
所
株
式
会
社

代

表

取
締
役

武

蔵

工

業

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

日

野

勝

義

埼

玉

機

器

株

式

会

社

会

長

株
式
会
社

島

村

工

業

取
締
役

社

長

武

州

産

業

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

松
本
伸
一
郎

株
式
会
社

松

本

商

会

代

表

取
締
役

日
本
自
動
車
管
理
株
式
会
社

埼

玉

支
店
長

牧

毅

東

京

ガ

ス

�

代
表
取
締
役

社

長

大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ

理
事
長

埼
玉
県
中
古
自
動
車
販
売
商
工
組
合

代
表
取
締
役

社

長

新
電
元
工
業
株
式
会
社

代

表

取
締
役

関
東
自
動
車
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長
株
式
会
社
鈴
木
鶏
卵
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役

社

長

�
田

純

一

望

月

印

刷

株

式

会

社

�
埼
玉
県
経
営
者
協
会

埼
玉
音
楽
文
化
協
会

専
務
理
事

根
岸

茂
文

職

員

一

同

到着順掲載紙上名刺交換会
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第
二
四
回
「
生
き
生
き
職
場
体
験
交

流
の
集
い
」
を
五
月
一
六
日
、
大
宮
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で
開
催
し
た
。
当
初
三

月
の
予
定
が
震
災
の
影
響
に
よ
り
延
期

開
催
と
な
っ
た
が
、
参
加
者
・
関
係
者

を
合
わ
せ
合
計
四
四
名
が
出
席
。

「
生
き
生
き
」
と
い
う
言
葉
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
「
働
く
こ
と
を
あ
ら
た
め
て

見
つ
め
直
し
、
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

を
考
え
る
」
場
と
し
て
、
職
場
体
験
の

事
例
発
表
や
意
見
交
換
な
ど
、
自
己
啓

発
に
取
り
組
み
、
こ
れ
か
ら
の
働
き
方

の
ヒ
ン
ト
を
探
っ
た
。

午
前
中
は
「
基
調
講
演
」、
三
人
の

女
性
に
よ
る
「
事
例
発
表
」、
午
後
か

ら
は
「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」、

「
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
と

続
く
四
部
構
成
。

第
一
部
の
基
調
講
演
で
は
、
第
五
回

さ
い
た
ま
輝
き
荻
野
吟
子
賞
受
賞
者
で

養
豚
経
営
者
の
白
石
光
江
さ
ん
よ
り

「
中
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
種
と
私
の
あ
ゆ

み
」
と
題
し
て
講
演
を
頂
い
た
。

白
石
さ
ん
は
、昭
和
五
五
年
以
来「
中

ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
種
」
と
い
う
貴
重
品
種

を
飼
養
し
、
安
全
で
安
心
な
お
い
し
い

豚
肉
の
生
産
販
売
に
取
り
組
ん
で
い
る

養
豚
経
営
者
。「
中
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
種
」

と
は
、
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
は
日
本
で

も
多
く
飼
育
さ
れ
て
い
た
が
、
成
長
が

遅
い
た
め
生
産
が
減
っ
た
天
然
記
念
物

級
の
貴
重
な
豚
で
、
肉
の
き
め
が
細
か

く
、
脂
肪
が
甘
く
、
非
常
に
美
味
し
い

品
種
。
白
石
さ
ん
は
「
よ
り

美
味
し
く
、
よ
り
安
全
・
安

心
な
豚
肉
を
消
費
者
へ
届
け

た
い
」
と
い
う
強
い
思
い
と
、

「
忘
れ
ら
れ
た
美
味
し
い
豚

と
し
て
の
中
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー

種
を
絶
や
し
て
は
い
け
な

い
」
と
い
う
使
命
感
を
原
動

力
と
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続

け
「
幻
の
肉

古
代
豚
」
と

し
て
商
標
登
録
を
し
て
ブ
ラ

ン
ド
を
立
ち
上
げ
た
。
そ
の

後
直
売
の
ス
タ
イ
ル
で
販
売

を
開
始
し
、
平
成
一
六
年
に

は
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
一
日

の
売
上
が
一
位
に
な
る
等
経

営
を
軌
道
に
乗
せ
、
ま
た
、

家
族
経
営
協
定
を
締
結
し
て
、

経
営
の
近
代
化
や
発
展
を
実

現
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、

農
山
漁
村
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
活
動
で

「
農
林
水
産
大
臣
賞
」
を
受
賞
さ
れ
た
。

主
婦
と
し
て
一
消
費
者
の
目
線
に
立

ち
、
出
来
る
限
り
の
努
力
を
す
る
中
で

苦
労
し
た
点
に
も
触
れ
、
そ
の
経
験
の

中
か
ら
「
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
」「
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
よ
り
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」「
商

品
を
売
る
よ
り
信
用
を
売
れ
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
。

第
二
部
の
事
例
発
表
で
は
、
三
名
の

女
性
が
、
様
々
な
立
場
か
ら
自
身
の
体

験
談
を
交
え
て
発
表
し
た
。

リ
コ
ー
ユ
ニ
テ
ク
ノ
�
の
菊
地
彩
乃

さ
ん
は
入
社
か
ら
五
年
目
、
事
業
戦
略

の
仕
事
を
経
て
人
事
総
務
の
仕
事
に
携

わ
ら
れ
、
社
員
が
元
気
よ
く
生
き
生
き

と
働
け
る
よ
う
に
全
社
の
サ
ポ
ー
ト
部

門
と
し
て
行
っ
て
い
る
日
々
の
取
組
み

と
そ
の
ご
経
験
談
を
「
毎
日
が
ガ
ン
バ

Ｄ
ａ
ｙ
�
」
と
題
し
て
発
表
。
仕
事
を

通
し
て
学
ん
だ
こ
と
と
し
て
「
出
来
る

だ
け
現
場
に
足
を
運
ん
で
相
手
と
直
接

話
し
、
相
手
の
気
持
ち
や
立
場
に
立
っ

て
考
え
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し

て
人
間
関
係
を
築
く
こ
と
の
大
切
さ
」

を
挙
げ
、
ま
た
、
早
く
出
社
し
共
有
ス

ペ
ー
ス
の
掃
除
や
そ
の
日
の
仕
事
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認
な
ど
行
う
な
ど
、
朝

の
時
間
を
有
効
活
用
す
る
と
い
う
取
組

み
が
評
価
さ
れ
、
社
内
の
表
彰
制
度
で

あ
る
「
み
の
り
賞
（
日
頃
の
活
動
が
他

の
模
範
と
な
り
、
か
つ
会
社
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
貢
献
し
た
社
員
に
授
与
さ

れ
る
）」
を
受
賞
し
た
話
も
披
露
し
た
。

「
職
場
生
活
と
は
、
社
会
性
を
身
に
つ

け
、
人
間
性
を
高
め
る
場
。
ど
ん
な
仕

事
も
ム
ダ
な
こ
と
は
一
つ
も
な
く
す
べ

て
役
に
立
つ
も
の
で
、
ま
だ
ま
だ
勉
強

す
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
こ
の

先
も
生
き
生
き
と
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。

�
パ
レ
ス
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
の
渡

辺
実
江
子
さ
ん
は
、
平
成
一
七
年
に
ア

ル
バ
イ
ト
と
し
て
入
社
、
契
約
社
員
の

時
に
和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ア
シ
ス
タ
ン

ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
抜
擢
さ
れ
、
そ
の

二
年
後
か
ら
正
社
員
と
し
て
ご
活
躍
中

で
、
管
理
職
と
い
う
立
場
に
な
ら
れ
て

か
ら
の
ご
苦
労
や
ご
経
験
を
「
上
を
向

い
て
歩
こ
う
」
と
題
し
て
発
表
。

和
食
の
知
識
に
関
し
て
も
管
理
職
と

し
て
の
経
験
も
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

の
中
、
実
際
に
取
組
ま
れ
た
こ
と
と
し

て
、「
資
格
の
取
得
を
き
っ
か
け
に
仕

事
の
領
域
を
広
げ
な
が
ら
チ
ャ
ン
ス
を

逃
す
こ
と
な
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。
上

司
に
相
談
し
た
り
和
食
に
関
す
る
資
格

を
取
得
し
て
知
識
を
つ
け
る
こ
と
で
自

信
を
つ
け
た
り
と
、
出
来
る
こ
と
を
工

夫
し
て
い
っ
た
」
と
述
べ
、
こ
れ
か
ら

目
指
す
働
き
方
と
し
て
、「
自
分
の
中

で
限
界
を
作
っ
た
り
せ
ず
、
お
客
様
に

喜
ん
で
帰
っ
て
頂
く
と
い
う
一
番
の
目

的
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
食
を
通
じ
て

元
気
や
笑
顔
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と

語
っ
た
。

�
日
本
レ
ス
ト
ラ
ン
エ
ン
タ
プ
ラ
イ

ズ
の
三
浦
由
紀
江
さ
ん
は
、「
一
生
懸

命
、
一
所
懸
命
続
け
る
こ
と
が
キ
ャ
リ

ア
に
繋
が
る
」
と
題
し
て
発
表
。
三
浦

さ
ん
は
、
二
〇
年
以
上
の
専
業
主
婦
生

活
の
後
、
駅
弁
販
売
の
パ
ー
ト
と
し
て

仕
事
を
始
め
ら
れ
、
八
年
で
正
社
員
、

そ
の
一
年
後
に
営
業
所
長
と
な
ら
れ
、

第第２２４４回回 生生きき生生きき職職場場体体験験交交流流のの集集いい

生き生き働くために
～これからの働き方のヒントを探る～

多
業
種
で
活
躍
す
る
女
性
か
ら
、
生
き
生
き
働
く
こ

と
に
関
す
る
体
験
談
を
ご
披
露
頂
い
た
事
例
発
表

―２０―
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現
在
は
大
宮
営
業
所
の
所
長
と
し
て
約

一
七
〇
人
の
従
業
員
を
束
ね
ら
れ
ご
活

躍
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
様
々
な
講
演

会
や
テ
レ
ビ
番
組
へ
の
出
演
、
著
書
の

出
版
等
、
多
方
面
で
も
活
躍
中
。

「
決
し
て
順
風
満
帆
で
は
な
く
、
仕

事
を
や
め
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

い
き
な
り
管
理
職
に
な
っ
て
の
失
敗
も

数
々
あ
っ
た
」
と
い
う
ご
自
身
の
ご
経

験
を
通
し
て
気
付
い
た
こ
と
を
「
チ
ャ

ン
ス
が
あ
っ
た
時
は
引
き
受
け
る
」「
失

敗
を
し
な
い
人
は
何
も
し
な
い
の
と
一

緒
。
失
敗
し
た
時
は
反
省
も
後
悔
も
せ

ず
『
分
析
』
だ
け
す
る
」「
上
司
の
た

め
・
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
・
お
客
様
の
た

め
に
出
来
る
こ
と
を
、
と
考
え
方
一
つ

変
え
れ
ば
仕
事
は
楽
し
く
て
楽
に
な

る
」
と
話
さ
れ
、「
女
性
な
ら
で
は
の

し
な
か
や
さ
、
し
た
た
か
な
所
を
駆
使

す
る
と
い
い
仕
事
が
出
来
る
。
年
齢
は

関
係
な
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
」
と
語
っ
た
。

第
三
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
事
例
発
表
者
三
名
を
パ
ネ
リ

ス
ト
に
迎
え
、「
生
き
生
き
働
く
た
め

に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」「
仕
事

と
個
人
の
生
活
を
ど
う
調
和
さ
せ
て
い

く
か
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
を
伺
っ
た
。

共
通
の
質
問
と
し
て
「
思
い
通
り
に

い
か
ず
に
苦
労
し
た
時
、
ど
う
乗
越
え

た
か
」「
周
囲
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
取
り
方
」「
目
標
の
定
め
方
や

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
の
秘
訣
」「
仕

事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
バ
ラ
ン
ス
の
秘

訣
」「
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
秘
訣
」

「
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
目
指
す
姿
」
な

ど
に
つ
い
て
討
議
し
、
参
加
者
に
と
っ

て
も
身
近
な
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
方
法
な
ど

も
合
わ
せ
て
披
露
し
た
。
そ
し
て
最
後

に
、
参
加
者
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

し
て
「
こ
れ
か
ら
も
色
々
な
こ
と
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
、
仕
事
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

に
ま
す
ま
す
頑
張
っ
て
い
き
た
い
（
菊

地
さ
ん
）」「
一
つ
一
つ
の
積
み
重
ね
が

大
き
な
自
信
に
繋
が
る
。
色
々
な
こ
と

に
興
味
を
持
ち
、
自
分
か
ら
進
ん
で
仕

事
を
し
て
い
れ
ば
、
必
ず
チ
ャ
ン
ス
の

波
が
や
っ
て
く
る
（
渡
辺
さ
ん
）」「
い

つ
も
お
客
様
と
周
り
の
ス
タ
ッ
フ
を
見

て
、
今
す
ぐ
自
分
に
出
来
る
こ
と
を
や

っ
て
き
た
。
会
社
や
上
司
へ
の
直
談
判

も
、
お
客
様
や
一
緒
に
働
く
仲
間
の
こ

と
を
考
え
て
言
っ
て
き
た
。
今
い
る
所

で
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
一
生
懸
命
に
続

け
て
き
た
か
ら
こ
そ
今
が
あ
る
（
三
浦

さ
ん
）」
と
述
べ
た
。

最
後
の
第
四
部
は
、「
生
き
生
き
働

い
て
い
く
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
参
加

者
が
七
、
八
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、「
自
分
自
身
が
取
り
組
ん
で
い
く

身
近
な
目
標
」
に
関
し
て
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
は

生
き
生
き
働
く
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
と
考
え

る
」「
仕
事
に
も
人
に
も
感
謝
の
気
持

ち
を
持
つ
」「
自
ら
行
動
す
る
」
な
ど

の
意
見
が
出
た
。

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
参
加
者

か
ら
「
年
代
別
の
悩
み
や
仕
事
へ
の
取

組
み
方
を
聞
く
こ
と
が
出
来
、
目
標
や

将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
立
て
や
す
く
な
っ

た
」「
発
表
者
の
方
も
参
加
者
の
方
も

色
々
な
努
力
を
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い

て
、
そ
の
努
力
の
仕
方
を
聞
く
こ
と
が

出
来
て
参
考
に
な
っ
た
」「
悩
み
は
多

い
が
、
今
の
状
況
を
嘆
い
て
い
て
も
前

に
進
め
な
い
と
気
付
け
た
こ
と
が
収

穫
」
な
ど
の
感
想
が
出
た
。

参
加
者
に
と
っ
て
、
働
き
方
・
暮
ら

し
方
の
身
近
な
ヒ
ン
ト
、
ま
た
将
来
役

立
つ
ヒ
ン
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
に
感
じ
取
り
、

明
日
か
ら
取
組
ん
で
い
く
目
標
と
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
へ
の
意
欲
、
ま
た
、
生
き
生

き
働
く
た
め
の
活
力
を
得
る
場
と
な
っ

た
よ
う
だ
。

基基
調調
講講
演演

「
中
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
種
と
私
の
あ
ゆ
み
」

養
豚
経
営
者
（
第
５
回
さ
い
た
ま
輝

き
荻
野
吟
子
賞
受
賞
者
）

白
石

光
江

氏

事事
例例
とと
発発
表表
者者

�
「
毎
日
が
ガ
ン
バ
Ｄ
ａ
ｙ
�
」

リ
コ
ー
ユ
ニ
テ
ク
ノ
�
人
材
開
発
室

人
事
総
務
グ
ル
ー
プ菊

地

彩
乃

氏

�
「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」

�
パ
レ
ス
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
（
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）
和
食
堂
欅

ア

シ
ス
タ
ン
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

渡
辺

実
江
子

氏

�
「
一
生
懸
命
、
一
所
懸
命
続
け
る
こ

と
が
キ
ャ
リ
ア
に
繋
が
る
」

�
日
本
レ
ス
ト
ラ
ン
エ
ン
タ
プ
ラ
イ

ズ

弁
当
営
業
部
上
野
弁
当
営
業
支

店
大
宮
営
業
所

所
長

三
浦

由
紀
江

氏

集集
会会
スス
タタ
ッッ
フフ

《
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
》

埼
玉
県
経
営
者
協
会

町
田

恭
子

《
ス
タ
ッ
フ
》

埼
玉
県
経
営
者
協
会

宮
田

信
久

（
敬
称
略
）

参参
加加
会会
社社
・・
組組
織織

ア
イ
ジ
ャ
パ
ン
�
�
、
ア
イ
ル
・
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
�
�
、
�
イ
ビ
サ
�
、

�
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
埼
玉
支
店
�
、エ
ヌ
・

テ
ィ
・
テ
ィ
・
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
�
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
�
、
�
亀

屋
�
、
川
口
信
用
金
庫
�
、
�
関
電
工

埼
玉
支
店
�
、
ク
リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
�

�
、
独
立
行
政
法
人
国
立
女
性
教
育
会

館
�
、
�
コ
ー
セ
ー
狭
山
事
業
所
�
、

五
大
工
業
�
�
、
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

�
、
サ
イ
ボ
ー
�
�
、
坂
戸
ガ
ス
�
�
、

三
協
食
品
工
業
�
�
、
三
州
製
菓
�
�
、

昭
和
工
業
�
�
、
大
東
ガ
ス
�
�
、
�

太
洋
社
印
刷
所
�
、
東
彩
ガ
ス
�
�
、

日
本
フ
エ
ル
ト
�
埼
玉
工
場
�
、
北
辰

図
書
�
�
、
�
メ
デ
カ
ジ
ャ
パ
ン
�

○
内
は
、
参
加
者
数
。
合
計
四
〇
名
。

中
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
種
と
い
う
貴
重
品
種

の
養
豚
経
営
を
さ
れ
な
が
ら
ご
活
躍
さ

れ
て
い
る
、
白
石
光
江
氏
に
よ
る
基
調

講
演

「
生
き
生
き
働
く
た
め
に
は
？
」「
仕

事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
調
和
に
関
し

て
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
々
の
取
組
み
に

関
し
て
掘
り
下
げ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン

「
生
き
生
き
働
き
、
生
き
生
き
暮
ら
す

こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
明
日
か
ら
の
自

身
の
取
組
み
に
関
し
て
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た

―２１―
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本
会
が
実
施
団
体
と
し
て
活
動
を
展

開
し
て
い
る
「
埼
玉
県
大
学
生
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
事
業
」
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
と
情
報
交
換
会
を
五
月
二
十
六
日
�

午
後
、
さ
い
た
ま
市
内
の
埼
玉
県
農
業

共
済
会
館
に
て
開
催
し
た
。
当
日
は
、

受
入
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
ま
た

は
受
入
を
前
向
き
に
検
討
し
て
い
る
企

業
・
団
体
、
送
出
し
側
の
県
内
お
よ
び

首
都
圏
の
大
学
関
係
者
、
こ
の
事
業
を

所
管
す
る
県
産
業
労
働
部
就
業
支
援
課
、

事
務
局
の
本
会
も
含
め
約
八
十
名
が
参

加
し
た
。

ま
ず
、
杉
野
勝
也
埼
玉
県
産
業
労
働

部
就
業
支
援
課
課
長
が
、「
大
学
生
の

就
職
率
は
過
去
最
低
と
な
り
、
厳
し
い

就
職
環
境
が
続
い
て
い
る
。
特
に
雇
用

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
は
中
小
企
業
ほ
ど
顕
著

で
、
県
と
し
て
も
中
小
企
業
を
中
心
に

若
年
者
向
け
の
様
々
な
雇
用
支
援
策
を

実
施
し
て
い
る
。
大
学
生
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
は
職
業
感
を
養
う
上
で
有
効

な
取
り
組
み
と
し
て
定
着
し
て
き
た
が
、

雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
消
す
る
意
味

で
も
、
受
入
先
と
大
学
側
で
こ
の
よ
う

な
機
会
を
通
じ
て
情
報
交
換
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
開
会
挨
拶
。
引
き
続

き
、
宮
田
信
久
本
会
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
事
務
局
統
括
が
、「
大
学
生
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
事
業
」
の
特
徴
と
効

果
、
昨
年
度
実
施
者
の
感
想
、
今
年
度

の
実
施
の
流
れ
な
ど
を
説
明
し
、
二
三

年
度
か
ら
の
新
規
取
り
組
み
と
し
て
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
（
海
外
事
業
展
開
し
て
い
る
企
業
で

の
国
内
事
業
所
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
）」
と
、「
外
国
人
留
学
生
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
」
を
紹
介
し
、「
今
年
度
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
は
、
計
画
停

電
の
懸
念
や
節
電
対
策
な
ど
で
操
業
時

間
の
変
更
や
休
日
の
変
更
な
ど
を
予
定

し
て
い
る
受
入
先
も
あ
る
。
実
習
に
際

し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
柔
軟
な
対
応
を
考

慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
お
願
い
し

た
。続

い
て
、
�
桑
英
靖
獨
協
大
学
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
課
長
補
佐
が
、「
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ
て
の
キ
ャ
リ
ア

支
援
」
と
題
し
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
対
す
る
獨
協
大
学
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
た
。
�
桑
氏
は
、
�
獨
協
大
学
の

紹
介
、
�
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
、

�
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
授
業
に
つ
い

て
、
�
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支
援
に
つ
い
て
、
�

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
成
果
に
つ
い
て

講
演
さ
れ
、「
獨
協
大
学
で
は
就
職
や

キ
ャ
リ
ア
支
援
に
対
す
る
授
業
を
四
一

講
座
開
講
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
心
構
え
や
準
備
、
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
働
く
こ
と
と
は
？
、
マ
ナ
ー
講
座

な
ど
様
々
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
教
育
し

て
い
る
」
と
紹
介
、
実
習
の
成
果
と
し

て
、「
�
学
生
と
社
会
人
と
の
違
い
を

感
じ
る
、
�
現
場
で
働
い
て
い
る
人
の

思
考
や
行
動
に
身
近
で
触
れ
る
こ
と
が

で
き
る
、
�
仕
事
へ
の
意
識
や
社
会
人

と
し
て
の
責
任
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
」
な
ど
と
説
明
し
た
。
ま
た
、
実
習

後
の
学
生
の
抱
負
と
し
て
、「
�
さ
ら

に
視
野
を
広
げ
る
、
�
自
ら
考
え
て
行

動
し
た
い
、
�
大
学
生
活
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
」
な
ど
の
声
を
紹
介
し
、

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
少
な
か
ら
ず

学
生
生
活
を
振
り
返
り
、
今
後
の
自
分

の
行
動
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
と

な
っ
て
い
る
」
と
強
調
し
た
。

そ
の
後
、
第
二
部
と
し
て
約
一
時
間

に
わ
た
り
情
報
交
換
会
を
開
催
し
た
。

こ
の
会
は
、
単
な
る
名
刺
交
換
会
で

は
な
く
、
受
入
先
側
と
大
学
側
に
分
か

れ
、
双
方
が
テ
ー
ブ
ル
を
巡
回
し
な
が

ら
あ
い
さ
つ
、
マ
ッ
チ
ン
グ
率
の
向
上

や
、
よ
り
質
の
高
い
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
実
現
に
向
け
て
今
年
度
の
状
況
や

今
後
の
見
通
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
留
意
事

項
や
要
望
事
項
な
ど
を
忌
憚
な
く
出
し

合
う
こ
と
が
目
的
で
、
会
場
で
は
積
極

的
に
か
つ
熱
心
に
情
報
交
換
す
る
姿
が

見
て
と
ら
れ
た
。

な
お
、
六
月
十
五
日
現
在
の
「
大
学

生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
事
業
」
へ

の
登
録
状
況
は
、
受
入
先
は
七
八
先
・

一
三
〇
部
門
で
、
大
学
は
県
内
お
よ
び

関
東
近
県
か
ら
六
六
大
学
に
登
録
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
受
入
先
に
つ
い
て
は

震
災
の
影
響
も
あ
り
、
昨
年
度
よ
り
二

割
程
度
登
録
数
が
減
少
し
て
お
り
、
今

後
も
新
規
先
も
含
め
て
開
拓
を
強
化
し

て
い
く
。

な
お
、
こ
の
事
業
は
、
七
月
中
旬
か

ら
九
月
初
旬
に
か
け
て
の
夏
季
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
に
向
け
、
本
格
化
す

る
。
詳
し
い
事
業
内
容
や
実
施
方
法
な

ど
は
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。「
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

推
進
事
業
」
で
検
索
す
る
か
、
ま
た
は
、

http
://w

w
w
.saitam

a- internship.jp

を
直
接
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

■
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

推
進
事
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
情

報
交
換
会

参
加
大
学
、
受

入
先

（
五
十
音
順
）

◇
大
学
◇

足
利
工
業
大
学
、
跡
見
学
園
女
子
大
学
、

浦
和
大
学
、
群
馬
大
学
、
埼
玉
学
園
大

学
、
埼
玉
県
立
大
学
、
埼
玉
工
業
大
学
、

埼
玉
大
学
、
芝
浦
工
業
大
学
、
秀
明
大

学
、
十
文
字
学
園
女
子
大
学
、
淑
徳
大

学
、
城
西
大
学
、
女
子
栄
養
大
学
、
聖

学
院
大
学
、
成
蹊
大
学
、
成
城
大
学
、

聖
徳
大
学
、
大
東
文
化
大
学
、
帝
京
大

学
、
東
京
経
済
大
学
、
東
洋
大
学
、
東

洋
学
園
大
学
、
獨
協
大
学
、
日
本
工
業

大
学
、
日
本
薬
科
大
学
、
文
京
学
院
大

学
、
文
教
大
学
、
武
蔵
丘
短
期
大
学
、

武
蔵
野
大
学
、
山
村
学
園
短
期
大
学

◇
受
入
先
◇

ア
ズ
企
画
設
計
、
伊
田
テ
ク
ノ
ス
、
イ

ハ
シ
、
ウ
ェ
ル
デ
ィ
ン
グ
ア
ロ
イ
ズ
・

ジ
ャ
パ
ン
、
臼
田
フ
ァ
イ
ン
モ
ー
タ
ー

ス
ク
ー
ル
、
ウ
ム
・
ヴ
ェ
ル
ト
、
エ
ク

セ
ル
ト
ラ
ベ
ル
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
ケ
イ
・
ワ
イ
・
ト
レ
ー

ド
、
建
材
試
験
セ
ン
タ
ー
、
江
東
電
気
、

五
大
工
業
、
サ
イ
サ
ン
、
県
就
業
支
援

課
、
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
、
さ
い
た
ま
コ
ー
プ
、

セ
ン
ト
ラ
ル
自
動
車
技
研
、
デ
サ
ン
、

東
彩
ガ
ス
、
東
洋
ク
オ
リ
テ
ィ
ワ
ン
、

ハ
ー
ベ
ス
、
ハ
ナ
カ
ツ
、
隼
人
会
ま
き

ば
園
、
三
郷
市
、
望
月
印
刷
、
ゆ
た
か

保
育
園
、
リ
コ
ー
ユ
ニ
テ
ク
ノ

イイ
ンン
タタ
ーー
ンン
シシ
ッッ
ププ
ガガ
イイ
ダダ

ンン
スス
・・
情情
報報
交交
換換
会会
をを
開開
催催

�
桑
英
靖
獨
協
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ

ー
課
長
補
佐
の
講
演

第
２
部
の
情
報
交
換
会
・
名
刺
交
換
会

風
景

―２２―
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平
成
二
三
年
六
月
七
日
�
一
四
時
よ

り
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
・
市
民

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
埼
玉
県
に
お
け

る
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
調
査
」
説
明

会
が
、
会
員
な
ど
四
三
名
が
参
加
し
て

開
催
さ
れ
た
。

説
明
会
は
、
ま
ず
、Great

Place
to

W
ork( R

)
Insutitute

Japan

（
以
下
Ｇ

Ｐ
Ｔ
Ｗ
）
の
和
田
彰
代
表
の
講
演
が
行

わ
れ
た
。

講
演
の
冒
頭
で
、
和
田
氏
は
、
企
業

の
競
争
優
位
と
し
て
の
「
ヒ
ト
」
の
重

要
性
に
触
れ
、
今
後
の
経
営
環
境
の
変

化
、
並
び
に
そ
れ
に
伴
う
戦
略
の
変
化

を
踏
ま
え
る
と
、「
価
値
観
」「
理
念
」

を
共
有
し
て
い
る
「
優
秀
な
人
材
」
で

構
成
さ
れ
る
組
織
づ
く
り
が
企
業
の
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
と
説
明
し
た
。

そ
し
て
そ
の
後
、
人
事
の
役
割
の
変

化
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
の
概
要
、
コ
ン
セ
プ
ト

に
つ
い
て
話
し
た
後
に
、「
埼
玉
県
に

お
け
る
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
調
査
」

の
概
要
、
実
施
方
法
、
調
査
参
加
の
メ

リ
ッ
ト
等
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
行

わ
れ
た
。

そ
の
後
、
調
査
内
容
等
に
関
す
る
活

発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

な
お
、
調
査
概
要
等
は
以
下
の
Ｇ
Ｐ

Ｔ
Ｗ
の
リ
リ
ー
ス
資
料
参
照
。

埼
玉
県
に
お
け
る

「
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
」

調
査
募
集
に
つ
い
て

「
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
」
ラ
ン
キ

ン
グ
や
、
企
業
団
体
の
働
き
が
い
を
向

上
さ
せ
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
提
供
し

て
い
るG

reat
Place

to
W
ork( R

)

Institute
Japan

（
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
ジ
ャ
パ

ン
）
は
、
地
域
版
調
査
と
し
て
は
日
本

で
初
め
て
と
な
る
、
埼
玉
県
に
お
け
る

「
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
」
調
査
を
実

施
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
一
定
の
基
準

に
達
し
た
会
社
を
、
ラ
ン
キ
ン
グ
形
式

に
て
２
０
１
２
年
明
け
（
予
定
）
に
発

表
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

□
調
査
を
実
施
す
る
背
景

日
本
の
新
規
就
職
希
望
者
は
、
東
京

や
大
阪
な
ど
大
都
市
に
本
社
の
あ
る
大

企
業
、
有
名
企
業
を
志
望
す
る
傾
向
が

強
く
、
地
方
に
本
拠
地
を
構
え
る
企
業

は
知
名
度
な
ど
の
要
因
も
あ
っ
て
就
職

先
の
候
補
に
挙
が
り
づ
ら
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

一
方
、
生
ま
れ
住
ん
だ
地
域
に
貢
献

し
た
い
、
離
れ
た
く
な
い
、
な
ど
の
理

由
か
ら
、
地
域
に
根
ざ
し
た
企
業
で
働

き
た
い
と
い
う
想
い
を
持
つ
人
も
増
え

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し

た
企
業
へ
の
就
職
を
検
討
す
る
際
に
必

要
な
情
報
は
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、大
都
市
、有
名
企
業
へ
の
集
中

を
助
長
し
て
い
る
一
因
と
も
い
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
就
職
状
況
の
中
、
特
定

地
域
に
お
い
て
、
従
業
員
に
真
摯
に
向

き
合
い
、「
働
き
が
い
」
を
高
め
て
い

る
企
業
を
積
極
的
に
紹
介
す
る
こ
と
は
、

上
記
の
よ
う
な
ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
の
一

助
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
、
埼
玉
県
経
営
者
協
会
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
埼
玉
県
と
い
う
地
域

で
の
取
組
み
を
開
始
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

□
調
査
お
よ
び
ラ
ン
キ
ン
グ
概
要

◆
参
加
資
格

埼
玉
県
に
本
社
が
あ
り

従
業
員
２５
名
以
上
の
企
業
（
法
人
単

位
で
の
参
加
）

◆
参
加
費
用

無
料
（
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
回

答
の
み
）

※
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
で
の
回
答
が
必
要

な
場
合
は
別
途
実
費
が
必
要

※
調
査
終
了
後
に
ご
提
供
す
る
デ
ー
タ

は
意
識
調
査
の
総
合
値
と
要
素
ご
と
の

平
均
値
の
み
（
全
項
目
調
査
・
属
性
ご

と
の
デ
ー
タ
は
有
料
）

◆
参
加
申
込

二
〇
一
一
年
五
月
か
ら

受
付
開
始

二
〇
一
一
年
七
月
末
日
ま
で
受
付

二
〇
一
一
年
七
月
〜
八
月

従
業
員
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

◆
調
査
結
果
の
発
表

二
〇
一
二
年
明

け
を
予
定

平
成
二
三
年
六
月
二
十
日
�
、
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
階
・
研
修
室
に
お

い
て
、
会
員
・
関
係
者
等
、
六
七
名
が

参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
、
労
働
基
準
、
安
全
衛

生
、
雇
用
対
策
、
雇
用
均
等
、
次
世
代

育
成
支
援
な
ど
労
働
に
関
す
る
各
種
制

度
や
手
続
き
等
を
十
分
に
理
解
・
認
識

す
る
こ
と
を
目
的
に
本
年
度
よ
り
開
始

し
た
新
事
業
で
あ
る
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
冒
頭
、
苧
谷
秀
信
埼

玉
労
働
局
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
�
個

別
労
働
紛
争
解
決
援
助
制
度
、
�
最
近

の
安
全
衛
生
行
政
の
動
き
、
�
新
卒
者

対
策
及
び
各
種
補
助
金
の
活
用
、
�
助

成
金
の
活
用
、
�
少
子
化
の
進
行
と
企

業
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
の
取
組
み

に
つ
い
て
、
埼
玉
労
働
局
の
担
当
者
よ

り
説
明
が
行
わ
れ
た
。

そ
し
て
、
埼
玉
労
働
局
の
説
明
終
了

後
、
埼
玉
県
産
業
労
働
部
よ
り
、
女
性

の
継
続
終
了
支
援
の
た
め
の
短
時
間
勤

務
制
度
の
普
及
に
つ
い
て
の
説
明
が
行

わ
れ
、
セ
ミ
ナ
ー
は
終
了
し
た
。

『
埼
玉
県
に
お
け
る
働
き
が
い
の

あ
る
会
社
調
査
』
説
明
会
開
催

埼埼
玉玉
労労
働働
局局
セセ
ミミ
ナナ
ーー
開開
催催

説
明
会
全
景

講
演
す
る
和
田
代
表

開
会
の
挨
拶
を
す
る

苧
谷
秀
信
埼
玉
労
働
局
長

説
明
を
行
う

渡
辺
圭
子
埼
玉
労
働
局
雇
用
均
等
室
長

―２３―
























































































































































































































































































数値流体力学シミュレー
ションによる化学装置設
計、プロセスシミュレー
ション

学歴・略歴
本間 俊司
（ほんま しゅんじ）
１９８７年 埼玉大学工学部
環境化学工学科卒業

１９８９年 埼玉大学大学院
修士課程修了、埼玉大
学工学部助手

１９９５年 博士（工学）取
得

１９９７～９９年 日本学術振
興会海外特別研究員
（米国ミシガン大学）
１９９９年 埼玉大学地域共
同研究センター助教授

２００７年 埼玉大学大学院
理工学研究科准教授

当研究室では、コンピューター
シミュレーションによって液滴生

成現象の解析を行っている。液滴生成技術は産業
のあらゆる分野で利用されている。燃焼や噴霧乾
燥においては液体を微粒化し液滴として分散させ
ている。ポリマー粒子の製造には水相中にモノマ
ー液滴を分散させる懸濁重合や乳化重合が行われ
ている。最近ではインクジェット印刷を応用した
技術開発が印刷以外の分野で進んでいる。ポリマ
ー粒子の製造もその一つで、従来技術に比べ極め
て微小で均一な粒子の生成が可能となり高品位な
粒子の製造が期待されている。その際、粘度や表
面張力など粒子原料の物性値に応じた吐出圧の設
定など、数値シミュレーションによる知見が役立
つものと考えられる。
液滴生成のシミュレーションは、液滴形状が
時々刻々と複雑に変化するため、数値流体力学に
おいても非常に難しい問題として知られている。
このような流れは自由界面流れと呼ばれるが、よ
うやく最近になって界面の移動を計算する手法の
精度が高まり、計算機の能力も大幅に向上したこ
とから、モデルを使用することなく、流体力学の
式を直接解くことによって実験とほぼ同じ結果が
得られるようになってきた。
液滴生成は加工技術の発展によってマイクロ流
路でも可能になってきた。写真はマイクロ流路内

で生成する液滴の様子で、ノズルの外側に液滴と
は別の液体を流しノズル径より細いジェットを生
成させ、その先端で微小かつ均一な液滴を分裂さ
せている。この方法では外側の流体の速度を調節
することで液滴径の制御が可能である。当研究室
では、流体の流入速度や物性値を様々に変化させ
たシミュレーション実験により液滴径の合理的な
制御に必要な情報を獲得してきた。
現在は、マイクロカプセルの製造を目的とした
シミュレーション技
術の開発を行ってい
る。マイクロカプセ
ルの製造には、カプ
セルの中身を包む三
つ目の流体が必要で
計算の複雑さが増す。
これまでにマイクロ
カプセルの生成を再
現することに成功し、
現在は最適な流量条
件など合理的な設計
指針を与える情報を
獲得すべくシミュレ
ーション実験を進め
ている。

１．身体能力に適応させ
ることができるスイッ
チ等、福祉関連機器の
開発
２．嗜好にマッチした操
作感触を実現できるヒ
ューマン・マシン・イ
ンタフェースの開発

楓 和憲
（かえで かずのり）
２００２年 静岡大学工学部
システム工学科卒業
２００４年 静岡大学大学院
理工学研究科博士前期課
程修了
２００８年 静岡大学大学院
理工学研究科博士後期課
程修了、博士（工学）取
得
２００９年 埼玉大学大学院
理工学研究科助教
現在に至る

私の研究テーマは「受動」とい
うキーワードによってまとめられ

ると思います。
博士課程では準受動的な歩行を行うロボットに
関する研究に従事しました。完全な受動歩行は機
構のダイナミクスをうまく利用して重力のみによ
って実現されるもので、これは下り坂を左右に揺
れながらトコトコ歩く玩具に見る事が出来ます。
この原理を利用すると歩行ロボットに搭載するモ
ータの数を減らすことができるため、ロボットの
脚を動かすモータが故障で動かなくなっても移動
を続けられる可能性があります。
現在は磁性粉体ブレーキを応用した力覚の提示
に関する研究を行っております。制動力のみを利
用した力覚の提示は、人間との衝突や過負荷に対
する安全性、低騒音性そして低消費エネルギー性
が要求される装置に応用可能であると考えていま
す。操作者が直接触れて姿勢を変化させられるリ
ンク機構を試作し、磁性粉体ブレーキの駆動制御
による自重補償と位置決め操作のための力覚提示
を実現しました。
どちらの機構も自ら運動を行うのではなく、重
力や人からの外力をうまく利用するという特徴が
あります。
日本は高齢社会の本格的な到来により、市場、

産業、社会福祉といった多方面にわたって大きな
構造変革をともなう適応を求められています。特
に日本は世界的に見てもいち早く人口の高齢化が
進んでおり、その対策には諸外国からの注目も高
いと考えられます。製造業におけるロボット技術
の導入は既に多くなされておりますが、今後はよ
り個人の生活に密接した支援機器としてのロボッ
トが普及するでしょう。そのような市場では健常
者、障害者、高齢者などの境界なしにユニバーサ
ルデザインとして広く普及していく機器の開発が
重要であり、万人が使いやすい機器のデザイン、
さらには使用者に応じて調整可能な自由度のある
仕様が求められます。
受動的な機構の研究を通して、しなやかで人に
優しく、さりげない支援を行う機器の開発に役立
つことが私の今後の目標です。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

数値流体力学シミュレーションによる液滴生成の研究
埼玉大学大学院理工学研究科 本 間 俊 司 准教授

受動的な動作によって実現する適確で快適な機器操作の支援
埼玉大学大学院理工学研究科 楓 和 憲 助教

外部流体の流れを利用したマイク
ロ液滴の生成。外部流体の速度を
調節することで液滴径を調節する
ことが可能。
上（写真）：実験結果（Utada ら，
Science，２００５）、下：シミュ レ
ーション結果

試作したリンク機構

―２４―
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研究室の研究テーマは、音・映像・生体計測・農業支援などに関わるシス
テムの研究開発です。その中からオーディオの研究開発について紹介いたし
ます。
従来のオーディオの開発に用いられる定量評価指標として主に周波数特性

が挙げられます。人間が聴くことの出来る
音の周波数範囲は、２０Hz～２０kHz。これま
で、その範囲をちゃんと再生するようオー
ディオ開発が行われてきました。
しかしながら、オーディオ技術者の持つ

ノウハウや経験則は、周波数特性で説明が
出来ない多くの例があります。
その理由の一つは、音を感じるというこ

とは、空気の粗密の変動を、前の一瞬の空
気密度状態との差分として検知するからで
はないでしょうか。けっして、耳や脳が周
波数で音を判断しているわけではありませ
ん。また、人間は耳だけでなく、触覚や他
の感覚を用いて音を検知する事実も影響し
ているでしょう。従って、オーディオにお
けるノウハウの定量的説明のためには、周

波数特性だけでなく、時間的な解析を用いた手法が必要です。
図１は、瞬間的に波形が立ち上がる矩形波を２種類のスピーカに入力し比

べた例です。音質が良いスピーカが、立ち上がりも速いようです。従来の測
定方法では説明不可能な音質の差を、時間的解析により、定量的に説明出来
ました。
このように我々は、オーディオをはじめ、信号処理や電子回路分野におい

て、時間的測定方法に注目してシステムの研究開発を行っております。シス
テムの主観評価実験や測定実験など、各種評価実験でご協力可能です。ノウ
ハウを定量化し、技術として確立
すること、言い換えれば、暗黙知
から形式値への表出化が、これか
らのものつくりに重要と考えます。
図２は、三井研に設置されてい

るオーディオシステムです。時間
特性を考慮して開発されました。
１０�口径のスピーカでも、迫力や
リアリティのある音が再生できま
す。ご興味のある方は是非ともお
越しください。

ものつくり大学は、今年開学１０年を迎えました。本学の英語名 Institute of
Technologists は、故ピーター・F・ドラッカー氏によって名づけられました。
「テクノロジスト」とは、単に理論がわかるだけでなく、高度な技術の腕を
併せ持っている人のことを言います。この名のとおり本学は、科学・技術・
技能の３つの基軸を重視し、実践的な工学教育・研究を通して、産業界に多
くの人材を送り出してまいりました。
また、ものつくり研究情報センターは、実践的な工学教育・研究を重視す

る本学の特質から産業界のお役に立つため産学官の連携の要として開学時に
設置されました。
本学では産学連携の推進に当たって次の２点を基本指針としています。
第一に、生産現場のシーズに着目し、そこを視点として企業側と種々の検

討を重ね、研究開発や生産性の向上を進めること。
第二に、産学連携を始める初期の段階から、企業側技術者と大学側教員に

よる話し合いを進め、問題点やイノベイションについて専門的な意思の疎通
を図ること。
これらの指針を受けて、本学では企業との共同研究、委託研究、調査、実

証実験などの研究委託の他、中小企業やベンチャー企業向けの技術相談、産
業界に向けた様々な技術セミナーを開催してきました。
また、官学連携については、国・県・市と協調し、雇用対策向けにはキャ

リアアップ講座、基金訓練など、中小企業向けにはイノベイション支援事業

などの技術支援を行ってきました。
そして、これらのバックボーンとして多数の企業出身者を含む優秀な教授

陣とその質と豊富さにおいて国内トップクラスといえる教育研究機器・実習
設備があります。
ここ数年産業界は急激にグローバル化が進みものづくりの現場は海外にシ

フトし、国内にはものづくりのコアとなる製品開発や試作あるいは日本にし
かできない製品開発などが残ると予想されます。技術開発は、情報の先進性
や専門家の知識と経験そして
常に進化を遂げる現場技術と
の融合が必要です。
このような現状を踏まえ、

本学は積極的に県内産業界の
お役に立ちたいと考えており
ます。どんな小さなことでも
気軽にものつくり研究情報セ
ンターにご相談ください。
本学のそれぞれの分野で経

験と実績を持った優れたスタ
ッフが解決の力となると信じ
ております。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

オーディオノウハウの定量化；時間領域の測定手法
建設学科 三 井 実 講師

三井 実（みつい みのる）講師 博士（情報科学）、職業能力開発大学校卒、北陸先端科学技術大学院大学 博士後期課程修
了、同大学研究員、石川職業能力開発短期大学校 非常勤講師を経て２００９年ものつくり大学着任。電子情報通信学会、映像情報
メディア学会、日本音響学会、日本生体医工学会、日本感性工学会、日本生物環境工学会、自動車技術会などの会員（連絡先：
０４８‐５６４‐３８７８／mitsui@iot.ac.jp）

ものつくり大学における産学官連携
ものつくり研究情報センター 嶋 野 泰 男 主幹

嶋野泰男（しまの やすお）主幹、東北大学法学部卒業後、県庁に採用され、主に商工、監査、税務行政に従事し、川口県税事
務所長、税務局長を歴任し、２０１１年から現職に就任。中小企業診断士。（連絡先：０４８‐５６４‐３８８０／y_shimano@iot.ac.jp）

ものつくり大学

図２：三井研オーディオルーム設計

図１：矩形波によるスピーカ解
析結果

スピーカに入力し比べた例です。
音質が良いスピーカが、周波数特
性だけでなく、時間的な解析を用
いた手法が必要です。
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開
講
二
九
周
年
を
迎
え
た
「
第
二
九

期
人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
・
現
場

管
理
者
担
当
者
養
成
講
座
」
を
開
講
し
、

六
月
八
日
の
第
一
講
か
ら
七
月
十
四
日

の
第
六
講
ま
で
、
一
ヵ
月
強
に
亘
る
今

期
の
全
講
を
終
了
し
た
。

受
講
者
は
二
七
名
で
、
内
十
一
名
の

方
は
全
講
を
受
講
し
た
。

■

第
一
講
〜
第
三
講

六
月
八
日
、

六
月
一
五
日
、
六
月
二
二
日

「
労
働
法
・
労
務
管
理
の
基
礎
知
識
�

〜
�
」

講
師
�
外
井
浩
志
弁
護
士
（
外
井
Ｔ

Ｏ
Ｉ
法
律
事
務
所
）

■

第
四
講

六
月
三
〇
日

「
労
働
法
・
労
務
管
理
の
基
礎
知
識
�
」

講
師
�
新
弘
江
弁
護
士
（
外
井
Ｔ
Ｏ

Ｉ
法
律
事
務
所
）

■

第
五
講
・
第
六
講

七
月
七
日
、
七
月
一
四
日

「
社
会
保
険
（
労
働
保
険
）
手
続
の
留

意
点
と
実
務
処
理
で
の
ポ
イ
ン
ト

�
・
�
」

講
師
�
御
園
富
士
夫
社
会
保
険
労
務

士
（
御
園
社
労
士
事
務
所
）

第
二
九
期
担
当
者
養
成
講
座

ご
参
加
企
業
（
順
不
同
）

�
臼
田
フ
ァ
イ
ン
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー

ル
、
埼
玉
ゴ
ム
工
業
�
、
坂
戸
ガ
ス
�
、

�
鈴
木
鶏
卵
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
、
�
新
堀

製
作
所
、
日
本
通
運
�
埼
玉
支
店
、
ブ

リ
ヂ
ス
ト
ン
サ
イ
ク
ル
�
、
森
乳
業
�
、

�
ア
ド
バ
ン
テ
ス
ト

グ
リ
ー
ン
、
関
東
化

学
�
草
加
工
場
、
ジ

ェ
コ
ー
�
、
�
イ
カ

イ
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
、
�
エ
フ
テ
ッ
ク
、

三
国
サ
ー
ビ
ス
�
、

八
潮
自
動
車
教
習
所

�
、
岩
堀
建
設
工
業

�
、
全
農
セ
ラ
ミ
ッ

ク
ス
�
、
埼
玉
県
労

働
委
員
会
事
務
局

平
成
二
〇
年
の
日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
事
件
の
店

長
に
つ
い
て
の
判
決
以
降
、
チ
ェ
ー
ン
店
店
長
を

め
ぐ
っ
て
い
わ
ゆ
る
名
ば
か
り
管
理
職
の
残
業
手

当
問
題
が
、
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

る
。
最
近
の
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、
あ
る
チ
ェ
ー

ン
店
の
店
長
が
一
斉
に
残
業
手
当
の
請
求
に
立
ち

上
が
っ
た
と
い
っ
た
こ
と
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
労
基
法
第
四
一
条
の
労
働
時
間
、

休
日
等
の
適
用
除
外
と
な
る
管
理
監
督
者
と
は
、

企
業
内
の
人
事
・
処
遇
上
の
管
理
監
督
者
と
は
異

な
り
、
労
働
基
準
法
の
適
用
除
外
で
あ
る
た
め
同

法
上
の
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
、
�
労
務
管
理

に
関
し
経
営
者
と
一
体
的
立

場
に
あ
る
、
	
出
社
、
退
社

に
つ
い
て
厳
格
な
制
限
を
受

け
な
い
、


そ
の
地
位
に
相

応
し
い
処
遇
が
な
さ
れ
て
い

る
、
と
い
う
三
要
件
か
ら
判

断
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
チ
ェ
ー
ン
店
店
長
等
に
関
し
て
厚
労

省
は
、「
多
店
舗
展
開
す
る
小
売
業
、
飲
食
業
等

の
店
舗
に
お
け
る
管
理
監
督
者
の
範
囲
の
具
体
的

な
判
断
要
素
」（
平
成
二
〇
・
九
・
九
基
発
第
〇

九
〇
九
〇
〇
一
号
）
に
つ
い
て
通
達
し
た
。

そ
の
中
で
右
�
の
労
務
管
理
上
の
経
営
者
と
一

体
的
立
場
に
あ
る
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
そ
の

「
職
務
内
容
、
責
任
と
権
限
」
に
つ
い
て
、
店
舗

に
所
属
す
る
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
等

の
採
用
（
人
選
の
み
を
行
う
場
合
も
含
む
。）
に

関
す
る
責
任
と
権
限
が
与
え
ら
れ
、
ま
た
、
こ
れ

ら
の
労
働
者
に
つ
い
て
、
解
雇
に
関
す
る
権
限
も

職
務
内
容
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、人
事
考
課（
昇

給
、
昇
格
、
賞
与
等
を
決
定
す
る
た
め
労
働
者
の

業
務
遂
行
能
力
、
業
務
成
績
等
を
評
価
す
る
こ
と

を
い
う
。）
の
制
度
が
あ
る
企
業
に
お
い
て
は
、

部
下
の
人
事
考
課
に
関
す
る
事
項
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
、
店
舗
に
お
け
る
勤
務
割
表
の
作
成
ま
た

は
所
定
時
間
外
労
働
の
命
令
を
行
う
責
任
と
権
限

が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

	
の
「
勤
務
態
様
」
に
つ
い
て
は
、
遅
刻
、
早

退
等
に
関
す
る
取
扱
い
は
自
由
裁
量
と
さ
れ
て
お

り
、
労
働
時
間
に
関
し
て
も
自
己
の
裁
量
権
限
が

あ
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、


に
つ
い
て
は
、
年
間
に
支
払
わ
れ
た

賃
金
の
総
額
が
、
勤
続
年
数
、
業
績
、
専
門
職
種

等
の
特
別
の
事
情
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他

店
舗
を
含
め
た
当
該
企
業
の
一
般
労
働
者
の
賃
金

総
額
と
同
程
度
以
下
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
さ

れ
、
こ
れ
ら
の
一
般
労
働
者
の
残
業
手
当
を
含
め

た
も
の
よ
り
も
お
お
む
ね
高
め
で
あ
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。

問
題
は
、
�
の
点
で
あ
り
、
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ

イ
ト
の
採
用
や
解
雇
に
関
す
る
権
限
を
有
す
る
こ

と
は
、
当
該
店
舗
の
経
理
上
の
問
題
に
も
か
か
わ

り
、
ま
さ
に
店
舗
の
経
営
管
理
者
と
な
り
、
こ
の

よ
う
な
立
場
で
な
い
と
、
適
用
除
外
の
管
理
監
督

者
と
す
る
の
は
無
理
と
い
え
る
。
そ
の
場
合
に
、

チ
ェ
ー
ン
店
経
営
者
と
し
て
は
、
店
長
を
人
事
管

理
も
含
め
た
店
の
経
営
責
任
者
と
す
る
の
か
、
あ

く
ま
で
も
経
営
管
理
は
上
部
組
織
で
行
い
、
店
舗

の
日
常
運
営
の
み
の
責
任
者
と
す
る
の
か
を
決
定

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
後
者
の
場
合
な
ら
ば
、

店
長
も
労
働
時
間
の
適
用
者
と
し
て
、
残
業
管
理

を
行
う
必
要
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、「
店
長
手
当
」

を
別
途
定
め
、「
店
長
手
当
は
、
残
業
手
当
に
相

当
す
る
も
の
と
す
る
。
実
際
の
残
業
手
当
額
が
こ

の
金
額
を
超
え
た
場
合
に
は
加
算
し
て
支
払

う
。」
と
か
「
店
長
手
当
に
は
一
か
月
四
五
時
間

分
の
時
間
外
労
働
手
当
を
含
む
。」
と
い
っ
た
定

額
残
業
手
当
を
規
定
し
て
労
働
時
間
管
理
を
す
る

こ
と
が
実
務
的
で
あ
ろ
う
。

担担
当当
者者
養養
成成
講講
座座
全全
六六
講講
終終
わわ
るる

第
二
九
期
人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
担
当
者
の
養
成
講
座

チ
ェ
ー
ン
店
店
長
の

取
扱
い

弁
護
士

安
西

�

第
一
講
〜
第
三
講

講
師
�
外
井
浩
志
弁
護
士

第
四
講

講
師
�
新
弘
江
弁
護
士
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五
月
二
十
五
日
、
前
島
富
雄
埼
玉
県

教
育
委
員
会
教
育
長
が
、
本
会
事
務
局

に
来
局
、
森
谷
文
昭
会
長
代
行
に
対
し
、

「
高
校
生
の
就
職
支
援
に
関
す
る
要
請

書
」（
詳
細
は
下
記
記
載
）
を
手
交
し

ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
厳
し
い
経
済
状
況
の

な
か
に
あ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
採
用
枠

の
確
保
を
本
会
に
求
め
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。

厳
し
い
経
済
状
況
の
影
響
で
、
平
成

二
十
二
年
度
は
高
校
生
の
就
職
に
つ
い

て
も
厳
し
い
年
で
あ
っ
た
が
、
三
月
末

の
内
定
率
は
、
会
員
各
企
業
の
ご
協
力

を
も
ち
ま
し
て
、
前
年
を
上
回
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
今
後
の
経
済
状
況

も
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

こ
う
し
た
中
、
高
校
生
の
就
職
希
望

先
は
、
県
内
に
求
め
る
比
率
が
高
く
な

っ
て
き
て
い
る
と
と
も
に
、
地
元
企
業

へ
の
就
職
希
望
が
増
え
て
い
ま
す
。

会
員
各
企
業
に
お
い
て
は
、
新
規
高

等
学
校
卒
業
予
定
者
等
の
採
用
に
、
慎

重
に
な
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
長
い
目
で
見
れ
ば
、
企
業

の
将
来
を
担
う
若
い
人
材
の
確
保
も
肝

要
で
す
。

つ
い
て
は
、二
十
一
世
紀
の
地
元「
彩

の
国
さ
い
た
ま
」
を
担
う
新
規
高
等
学

校
卒
業
予
定
者
を
一
人
で
も
多
く
採
用

で
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者

の
求
人
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）
に
お

申
し
込
む
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
九
月
十
六
日
の
選
考
開
始
日

以
前
に
高
校
生
が
企
業
見
学
等
を
す
る

際
に
、
選
考
に
係
る
書
類
の
持
参
を
求

め
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

周
知
を
お
願
い
し
ま
す
。

以
下
に
要
請
文
を
記
載
し
ま
す
。

高
校
生
の
就
職
支
援
に

関
す
る
要
請

貴
職
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
ご
ろ

よ
り
、
本
県
の
教
育
行
政
の
推
進
に
当

た
り
、
格
別
の
御
理
解
、
御
協
力
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の

長
期
に
わ
た
る
不
況
の
影
響
に
よ
り
、

昨
年
度
も
求
人
数
の
減
少
が
続
く
な
ど
、

県
内
の
高
校
生
の
就
職
状
況
に
も
大
き

な
影
響
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況

の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
二
十

三
年
三
月
末
の
県
内
公
立
高
校
生
の
就

職
内
定
率
は
九
一
・
二
％
と
、
昨
年
同

期
と
比
較
し
て
〇
・
五
ポ
イ
ン
ト
上
回

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
ひ
と
え
に
、
貴
団
体
及
び

貴
団
体
所
属
の
事
業
所
の
御
協
力
の
賜

と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響

も
あ
り
、
高
校
生
の
就
職
状
況
は
さ
ら

に
厳
し
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

県
教
育
委
員
会
で
は
、
就
職
支
援
に
全

力
で
取
り
組
む
所
存
で
す
が
、
引
き
続

き
御
支
援
を
賜
り
た
く
お
願
い
に
ま
い

り
ま
し
た
。

貴
団
体
所
属
の
事
業
所
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
大
変
な
経
営
努
力
を
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
新
規
高
校

卒
業
予
定
者
の
採
用
に
つ
き
ま
し
て
、

御
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
改
め
て

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、
貴
職
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

今
回
の
要
請
の
趣
旨
を
御
理
解
い
た
だ

き
、
貴
団
体
所
属
の
事
業
所
へ
の
御
協

力
に
つ
き
ま
し
て
、
特
段
の
御
配
慮
を

い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
五
日

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長

前
島

富
雄

社
団
法
人
埼
玉
県
経
営
者
協
会

会
長
代
行

森
谷

文
昭
様

春
か
ら
夏
へ
の
季
節
の
変
わ
り
目
が
六

月
で
、
既
に
「
入
梅
」
が
は
じ
ま
っ
て
い

る
。
田
に
水
が
重
要
な
時
期
な
の
で
一
般

家
庭
に
は
「
水
が
無
い
」
節
水

時
期
と
も
い
わ
れ
、『
水
無
月
』

に
。一

方
で
は
、
節
電
対
策
が
は

じ
ま
り
「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
や
今

年
は
頭
に
『
ス
ー
パ
ー
（
超
）』

が
付
い
て
の
対
策
も
話
題
に
な

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
で

三
か
月
を
経
過
し
た
今
で
も

「
水
道
水
」
が
供
給
さ
れ
て
い

な
い
地
域
も
あ
り
、
田
の
水
ど

こ
ろ
で
は
な
い
。
早
い
時
期
に

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
是
非
と
も
復

旧
さ
せ
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

▼
さ
て
、
こ
の
ク
ー
ル
ビ
ズ
で

あ
る
が
、わ
が
国
の
民
族
衣
装
は「
着
物
」

で
あ
り
「
ド
レ
ス
」
で
は
な
い
。
企
業
の

業
種
や
職
種
で
服
装
も
千
差
万
別
で
あ
る
。

戦
後
に
西
洋
文
化
を
取
り
入
れ
た
日
本
で

は
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
ジ
ー
パ
ン

ス
タ
イ
ル
を
西
洋
文
化
と
は
き
違
え
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ド
レ
ス
に
は
「
ド

レ
ス
コ
ー
ド
」
と
称
さ
れ
る
一
定
の
ル
ー

ル
が
西
欧
で
は
存
在
し
て
い
る
。
企
業
で

も
企
業
文
化
な
ど
に
よ
り
、
室
温
を
二
十

八
度
に
設
定
し
、
併
せ
て
独
自
の
ド
レ
ス

コ
ー
ド
を
設
け
て
い
る
企
業
も
あ
る
。
ま

た
、
判
断
を
個
人
に
委
ね
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。
ク
ー
ル
ビ
ズ
を
徹
底
し
な
い
企

業
を
「
非
国
民
企
業
」
と
す
る
発
言
を
耳

に
し
た
が
、
果
た
し
て
如
何
な
も
の
か
と

思
わ
れ
る
。

▼
こ
の
節
電
対
策
に
関
連
し
て
、
先
述
の

ク
ー
ル
ビ
ズ
や
在
宅
勤
務
制
度
、
長
期
休

暇
制
度
な
ど
が
実
行
さ
れ
そ
う
だ
が
、
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
よ
い
機

会
に
し
て
皆
で
考
え
話
し
合
う

こ
と
も
必
要
と
思
わ
れ
る
。

▼
ア
イ
デ
ム
・
人
と
仕
事
研
究

所
が
発
表
し
た「
中
小
企
業（
三

百
人
未
満
）
の
従
業
員
構
成
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に

よ
れ
ば
、
職
位
が
管
理
職
・
経

営
者
層
に
求
め
ら
れ
る
「
必
要

な
力
・
不
足
な
力
」
で
上
位
に

共
通
し
て
『
特
定
分
野
に
通
じ

た
高
度
な
専
門
的
知
識
・
技
術
、

危
機
管
理
能
力
、
後
輩
や
部
下

を
指
導
・
育
成
す
る
能
力
』
が

あ
り
、
経
営
者
層
に
は
「
家
業
・
業
務
推

進
に
必
要
な
決
断
力
・
判
断
力
、
心
身
の

ス
タ
ミ
ナ
、
新
し
い
発
想
や
提
案
・
企
画

を
す
る
能
力
」
な
ど
も
上
位
に
あ
が
っ
て

い
た
。

確
か
に
今
回
の
大
震
災
を
ふ
り
返
っ
て

も
危
機
管
理
能
力
（
洞
察
力
・
決
断
力
）

な
ど
の
必
要
性
を
身
近
に
感
じ
た
者
も
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第１８２回
ここんんなな時時ににここんんなな事事をを！！

エッセイスト 和 宮 英 之

埼埼
玉玉
県県
教教
育育
委委
員員
会会
教教
育育
長長
にに
よよ
るる

高高
校校
生生
のの
就就
職職
支支
援援
にに
関関
すす
るる
要要
請請

―２７―
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第
九
回
会
長
杯
争
奪
親
睦
ゴ
ル
フ
大

会
が
、
六
月
三
日
�
武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
豊
岡
コ
ー
ス
に
お
い
て
、
二
五

名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
藤
池
誠
治

競
技
副
委
員
長
（
本
会
副
会
長
・
デ
サ

ン
代
表
取
締
役
社
長
）
の
司
会
進
行
で

始
ま
り
、
ル
ー
ル
説
明
や
初
参
加
の
方

の
紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

関
東
地
方
は
例
年
よ
り
早
い
梅
雨
入

り
と
な
っ
て
い
た
が
、
当
日
は
絶
好
の

好
天
に
恵
ま
れ
、
新
緑
の
美
し
い
コ
ー

ス
で
ア
ウ
ト
・
イ
ン
同
時
ス
タ
ー
ト
に

よ
り
日
頃
の
腕
前
を
競
っ
た
。

ダ
ブ
ル
ぺ
リ
ア
方
式
に
よ
り
ス
コ
ア

を
集
計
し
、
会
長
杯
は
ア
ウ
ト
三
九
、

イ
ン
四
〇
、
グ
ロ
ス
七
九
、
ネ
ッ
ト
七

〇
・
六
で
植
田
耕
作
氏
（
日
本
メ
タ
ル

ガ
ス
ケ
ッ
ト
会
長
）
が
ベ
ス
グ
ロ
優
勝

を
飾
っ
た
。
植
田
会
長
は
グ
ラ
ン
ド
シ

ニ
ア
の
部
で
も
優
勝
を
果
た
し
た
。
準

優
勝
は
ネ
ッ
ト
七
五
で
石
川
卓
氏
（
東

京
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
社
長
）
が
シ
ニ
ア
優

勝
と
と
も
に
受
賞
し
た
。

表
彰
式
は
、
森
谷
文
昭
本
会
会
長
代

行（
日
本
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
名
誉
顧
問
）、

細
沼
哲
夫
競
技
委
員
長
（
日
本
伸
管
会

長
）
の
挨
拶
に
続
き
各
賞
の
表
彰
と
な

り
、
会
長
杯
は
森
谷
会
長
代
行
よ
り
植

田
氏
に
手
渡
さ
れ
、
シ
ニ
ア
優
勝
、
グ

ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
優
勝
な
ど
は
細
沼
競
技

委
員
長
よ
り
授
与
さ
れ
た
。

ま
た
、
今
大
会
は
東
日
本
大
震
災
被

災
者
に
対
す
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
大
会
と
銘

打
ち
、
会
費
の
一
部
と
さ
ら
に
表
彰
式

で
の
募
金
も
合
わ
せ
、
合
計
七
〇
、
五

〇
〇
円
を
義
援
金
と
し
て
細
沼
競
技
委

員
長
よ
り
小
山
弘
道
武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
取
締
役
総
支
配
人
に
手
渡
さ
れ

た
。そ

の
後
、
懇
親
会
で
は
、
各
賞
を
獲

得
さ
れ
た
方
々
の
ス
ピ
ー
チ
や
初
参
加

の
方
々
の
自
己
紹
介
な
ど
で
盛
り
上
が

り
、
懇
親
が
図
ら
れ
た
。

な
お
、
次
回
は
、
十
一
月
九
日
�
武

蔵
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
笹
井
コ
ー
ス
で

開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

植植
田田
耕耕
作作
氏氏
がが
ベベ
スス
ググ
ロロ
優優
勝勝

東東
日日
本本
大大
震震
災災
被被
災災
者者
にに
対対
すす
るる

チチ
ャャ
リリ
テテ
ィィ
もも
実実
施施

第

九

回

会
長
杯
争
奪

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

第９回会長杯 親睦ゴルフ大会主要結果
〈平成２３年６月３日� 武蔵カントリークラブ 豊岡コース〉

１．上位入賞者 （ダブルぺリア／敬称略）

順位 氏 名 会 社 名 役職名 アウト イン グロス HC ネット 各賞

優 勝 植田 耕作 日本メタルガスケット 会 長 ３９ ４０ ７９ ８．４７０．６ベスグロ

準優勝 石川 卓 東京ビルサービス 社 長 ５２ ５３ １０５３０．０７５．０

３ 位 佐藤 正雄 日本オイルポンプ 会 長 ５０ ４８ ９８２１．６７６．４

４ 位 牧 毅 東 京 ガ ス 埼玉支店長 ４９ ４６ ９５１８．０７７．０

５ 位 町田 肇 リ ー ド 社 長 ４３ ５０ ９３１５．６７７．４

２．シニアの部

優 勝 石川 卓 東京ビルサービス 社 長 ５２ ５３ １０５３０．０７５．０

準優勝 佐藤 正雄 日本オイルポンプ 会 長 ５０ ４８ ９８２１．６７６．４

３．グランドシニア

優 勝 植田 耕作 日本メタルガスケット 会 長 ３９ ４０ ７９ ８．４７０．６

ベ
ス
グ
ロ
優
勝
の
日
本
メ
タ
ル
ガ
ス
ケ

ッ
ト
・
植
田
耕
作
会
長（
右
）、
森
谷
文

昭
会
長
代
行
よ
り
授
与

東
日
本
大
震
災
被
災
者
に
対
す
る
募
金

を
手
渡
す
。細
沼
哲
夫
競
技
委
員
長（
日

本
伸
管
会
長
）
よ
り
小
山
弘
道
武
蔵
カ

ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
総
支
配
人（
右
）へ

当
日
の
参
加
者
集
合
写
真

―２８―



引
き
続
き
節
電
に
御
協
力
を

省
エ
ネ
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

若
手
社
員
の
海
外
研
修
を

支
援
し
ま
す
！

次
世
代
自
動
車
支
援

セ
ン
タ
ー
埼
玉

セ
ン
タ
ー
開
所
式
で
挨
拶
す
る
上
田
知
事

東
日
本
大
震
災
の
影
響
を

受
け
て
い
る
企
業
の
皆
様

へ
の
支
援
に
つ
い
て

放
射
線
測
定
を
行
う
職
員

埼
玉
県
で
は
、
節
電
推
進
緊
急
対
策
本

部
を
設
置
し
、
１５
％
の
削
減
目
標
を
掲
げ

自
ら
節
電
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
県
民

の
皆
様
に
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
引
き

続
き
節
電
へ
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、具
体
的
な
節
電
方
法
等
に
つ
い
て

は
、経
済
産
業
省
の
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ
�http

://w
w
w
.m
eti.go.jp/setsud

en/index.htm
l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
労
働
政
策
課
（
０
４
８
―
８
３

０
―
３
７
２
３
）

県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
職

員
に
よ
る
「
省
エ
ネ
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
」

を
編
成
し
、
県
内
中
小
企
業
の
節
電
・
省

エ
ネ
活
動
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
が
企
業
を
訪
問
し
、

作
業
環
境
や
生
産
機
械
の
稼
働
状
況
を
調

査
し
て
電
力
削
減
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
ま
す
。
御
利
用
く
だ
さ
い
。

�
問
い
合
わ
せ
先

・
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
（
川
口
市
）

技
術
革
新
支
援
室

も
の
づ
く
り
開
発

支
援
担
当
（
０
４
８
―
２
６
５
―
１
３

１
１
）

埼
玉
県
で
は
、
県
内
企
業
に
お
け
る
海

外
展
開
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
を
支
援

す
る
た
め
、
平
成
２３
年
度
の
新
規
事
業
と

し
て
「
中
小
企
業
若
手
社
員
海
外
研
修
支

援
事
業
補
助
金
制
度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
県
内
の
中
小
企
業
に
対
し
、
海
外

に
社
員
を
派
遣
し
て
行
う
研
修
費
用
を
助

成
す
る
も
の
で
す
。ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

�
対
象
事
業

３９
歳
以
下
の
社
員
を
海
外

の
企
業
・
大
学
等
に
派
遣
し
て
行
う
１

か
月
〜
６
か
月
程
度
の
研
修

�
詳
細
は
次
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/page/
haken.htm

l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
労
働
政
策
課
（
０
４
８
―
８
３

０
―
３
７
２
３
）

県
内
最
大
の
産
業
で
あ
る
自
動
車
産
業

は
、
ガ
ソ
リ
ン
車
か
ら
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

や
電
気
自
動
車
な
ど
の
次
世
代
自
動
車
へ

の
大
き
な
転
換
期
に
あ
り
、
県
内
企
業
の

次
世
代
自
動
車
へ
の
参
入
意
欲
も
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
６
月
２
日
�
、
Ｊ
Ｒ
北
与
野

駅
前
の
新
都
心
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
３

階
に
「
次
世
代
自
動
車
支
援
セ
ン
タ
ー
埼

玉
」
を
新
た
に
開
設
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
に
は
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
出

身
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
中
心
に
９
人
の
ス

タ
ッ
フ
を
配
置
。
県
内
企
業
が
次
世
代
自

動
車
産
業
へ
の
転
換
・
参
入
が
で
き
る
よ

う
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

�
支
援
内
容

�
技
術
開
発
支
援

次
世
代
自
動
車
に
関
す
る
技
術
相
談
や

ア
ド
バ
イ
ス
、
研
究
開
発
資
金
獲
得
な
ど

を
支
援
し
ま
す
。

�
販
路
開
拓
支
援

県
内
企
業
が
開
発
し
た
技
術
や
製
品
の

大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
等
へ
の
売
り
込
み
、

展
示
商
談
会
へ
の
出
展
を
支
援
し
ま
す
。

�
情
報
提
供

分
解
部
品
の
常
設
展
示
（
プ
ラ
ザ
１

階
）
や
技
術
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

さ
い
た
ま
市
中
央
区
上
落
合
２
―
３
―

２

次
世
代
自
動
車
支
援
セ
ン
タ
ー
埼
玉

（
０
４
８
―
６
２
１
―
７
０
５
１
）

緊
急
中
小
企
業
相
談
窓
口

県
内
９３
箇
所
に
設
置
し
、経
営
、金
融
、労
務

な
ど
に
関
す
る
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

・
設
置
箇
所

各
商
工
会
議
所
及
び
連
合
会
、
各
商
工

会
及
び
連
合
会
、
埼
玉
県
中
小
企
業
団

体
中
央
会
、
埼
玉
県
産
業
振
興
公
社
、

埼
玉
県
信
用
保
証
協
会
、
県
機
関
（
産

業
労
働
政
策
課
、
産
業
支
援
課
、
金
融

課
、
各
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
、
産
業
技

術
総
合
セ
ン
タ
ー
）

中
小
企
業
震
災
支
援
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

震
災
の
影
響
に
よ
る
様
々
な
問
題
に
つ

い
て
、
相
談
を
受
け
付
け
、
専
門
に
対
応

を
行
う
機
関
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
相
談
受
付
時
間

平
日

月
〜
金

８
時
〜
１６
時
４５
分

（
９
月
１６
日
か
ら
は
８
時
３０
分
〜
１７
時

１５
分
）
※
１０
月
３１
日
�
ま
で

・
設
置
場
所

県
産
業
労
働
政
策
課
内

・
電
話
番
号

０
４
８
―
８
３
０
―
３
７
２
９

工
業
製
品
の
放
射
線
検
査

県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
（
本
所
�

川
口
市
、
北
部
研
究
所
�
熊
谷
市
）
で
は
、

東
日
本
大
震
災
に
対
応
す
る
支
援
事
業
の

一
環
と
し
て
、
工
業
製
品
の
放
射
線
量
の

検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
ー
に
よ
る
製
品
表
面

の
放
射
線
量
の
測
定
を
行
い
、
試
験
成
績

書
を
発
行
し
ま
す
。

県
内
企
業
に
つ
い
て
は
、
９
月
３０
日
�

ま
で
の
実
施
分
は
無
料
で
検
査
を
実
施
し

ま
す
。

�
検
査
の
申
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先

・
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
（
川
口
市
）

技
術
革
新
支
援
室

お
客
様
相
談
担
当

（
０
４
８
―
２
６
５
―
１
３
１
１
）

・
同
セ
ン
タ
ー
北
部
研
究
所
（
熊
谷
市
）

技
術
支
援
交
流
室

機
械
金
属
担
当

（
０
４
８
―
５
２
１
―
９
１
１
３
）

「
経
営
安
定
資
金
・

震
災
特
別
貸
付
」
の
創
設

〜
７
月
１５
日
受
付
開
始
〜

県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
を
受

け
て
い
る
中
小
企
業
者
の
支
援
強
化
の
た

め
新
た
な
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

金
融
機
関
や
信
用
保
証
協
会
の
協
力
を

得
て
過
去
最
低
の
金
利
を
設
定
し
、
未
曾

有
の
大
震
災
に
よ
り
大
き
な
打
撃
を
受
け

て
い
る
県
内
中
小
企
業
者
の
資
金
繰
り
を

積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

【
対

象

者
】
震
災
の
影
響
を
受
け
、「
東

日
本
大
震
災
復
興
緊
急
保
証
」
の
対
象

と
な
る
方
〔
市
町
村
長
の
認
定
等
が
必

要
で
す
。〕

【
限

度

額
】
設
備
・
運
転
五
千
万
円

【
融
資
期
間
】
設
備
一
〇
年
以
内
、
運
転

七
年
以
内

【
融
資
利
率
】
年
〇
・
九
％
以
内

【
保
証
料
率
】
年
〇
・
七
％
以
内

※
融
資
に
当
た
っ
て
は
、
金
融
機
関
及
び

信
用
保
証
協
会
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
金
融
課
（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
８

０
１
）
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「
復
興
・
創
生
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

公
表

―
再
び
世
界
に
誇
れ
る
日
本
を
目
指

し
て

経
団
連
は
５
月
２７
日
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

「
復
興
・
創
生
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
公
表
し
た
。

今
回
の
震
災
は
被
災
地
域
の
規
模
、
被
害
の
程

度
と
も
に
未
曾
有
の
大
災
害
で
あ
り
、
い
ま
だ
復

旧
も
道
半
ば
で
あ
る
が
、
震
災
復
興
を
迅
速
に
進

め
る
た
め
に
は
、
復
旧
の
段
階
か
ら
明
確
な
青
写

真
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。
国
、
自
治
体
、
経
済
界
を
含
め
た
国
民
全
体

が
痛
み
を
分
か
ち
合
い
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

む
覚
悟
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、経
済
界
と
し
て
も
責
任
を
持
っ
て
役
割

を
果
た
す
と
い
う
決
意
の
も
と
で
、マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。
概
要
は
次
の
と
お
り
。

■
強
力
な
司
令
塔
の
一
日
も
早
い
設
置

経
団
連
は
４
月
２２
日
に
公
表
し
た
提
言
「
震
災

復
興
基
本
法
の
早
期
制
定
を
求
め
る
」
に
お
い
て
、

縦
割
り
行
政
を
排
除
し
、
復
興
に
関
わ
る
一
切
の

権
限
を
持
つ
強
力
な
司
令
塔
と
し
て
の
「
震
災
復

興
総
本
部
（
仮
称
）」
を
早
期
に
設
置
し
た
う
え

で
、
ま
ち
づ
く
り
や
産
業
の
復
興
、
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
等
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
施
策
を
一
元
的
か
つ

総
合
的
に
計
画
・
実
行
す
る
よ
う
求
め
た
。
し
か

し
、
基
本
法
は
い
ま
だ
成
立
せ
ず
、
司
令
塔
不
在

の
状
態
が
震
災
発
生
後
３
カ
月
近
く
も
続
い
て
い

る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
各
省
庁
が
ば
ら
ば
ら
に
施

策
を
進
め
た
結
果
、「
理
念
な
き
、
な
し
崩
し
的

原
状
復
帰
」
に
終
わ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
一
日
も

早
い
体
制
の
整
備
が
待
た
れ
る
。

■
震
災
復
興
特
区
に
よ
る
大
胆
な
特
例

ま
た
、
今
回
の
よ
う
な
未
曾
有
の
被
災
に
は
、

従
来
の
施
策
の
延
長
上
で
は
到
底
、
対
応
で
き
な

い
。
被
災
地
域
全
体
を
震
災
復
興
特
区
に
指
定
し
、

ま
ち
づ
く
り
や
産
業
、
農
業
な
ど
の
復
興
に
向
け
、

規
制
、
税
制
、
財
政
支
援
等
の
面
で
大
胆
な
特
例

を
迅
速
に
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
建
築

確
認
手
続
の
迅
速
化
や
廃
棄
物
処
理
法
の
規
制
改

革
と
い
っ
た
、
特
区
全
域
に
自
動
的
に
適
用
さ
れ

る
特
例
に
加
え
、工
業
団
地
立
地
企
業
の
法
人
税
・

固
定
資
産
税
の
減
免
と
い
っ
た
、
国
・
自
治
体
の

復
興
計
画
に
沿
っ
た
事
業
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る

特
例
を
あ
ら
か
じ
め
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
、

複
雑
な
申
請
・
認
定
手
続
な
し
に
迅
速
に
特
例
を

適
用
す
べ
き
で
あ
る
。

■
民
間
活
力
の
活
用

復
興
に
あ
た
り
、
公
的
部
門
の
み
で
被
災
地
の

膨
大
な
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
こ
と
は
非
現
実
的
で
あ

る
。
従
来
の
発
想
を
超
え
た
新
た
な
か
た
ち
の
官

民
連
携
を
進
め
、
民
間
の
知
恵
や
活
力
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
活
用
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ
た
り
安

心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
災
害

に
強
い
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
に
、経
団
連
の「
未

来
都
市
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
用
い
ら
れ
る

よ
う
な
、
企
業
が
持
つ
最
先
端
の
製
品
・
技
術
・

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
。

産
業
復
興
に
つ
い
て
は
、
東
北
地
方
が
強
み
を

持
つ
電
子
部
品
等
の
分
野
で
産
業
集
積
や
産
学
連

携
を
進
め
、
高
付
加
価
値
化
を
図
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
同
時
に
、
日
本
全
体
の
問
題
と
し
て
、

風
評
被
害
対
策
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
再
構
築

も
急
務
で
あ
る
。

農
業
分
野
に
お
い
て
も
、公
的
機
関
が
農
地
の
集

約
化
を
図
っ
た
う
え
で
、民
間
企
業
が
農
業
経
営
や

農
商
工
連
携
に
よ
り
成
長
産
業
化
に
貢
献
で
き
る
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
向
け

た
提
言
」
公
表

―
産
学
官
が
連
携
し
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
を
育
成

経
団
連
（
米
倉
弘
昌
会
長
）
は
６
月
１４
日
、「
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
向
け
た
提
言
」
を
公
表

し
た
。
事
業
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
、
国

際
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
活
躍
で
き
る
人
材
へ
の
ニ

ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。
世
界
的
に
も
、
優
秀
な

人
材
の
獲
得
競
争
が
激
化
す
る
な
か
、
わ
が
国
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
面
で
、

他
の
ア
ジ
ア
諸
国
に
も
後
れ
を
取
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
認
識
に
基
づ
き
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育

成
に
向
け
て
求
め
ら
れ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

取
り
ま
と
め
た
。

■
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
求
め
ら
れ
る
素
質
・
能
力

提
言
で
は
ま
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
は
、
社

会
人
と
し
て
の
基
礎
的
能
力
に
加
え
、
既
成
概
念

に
捉
わ
れ
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
ち
続
け
る

姿
勢
や
、
外
国
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
、
海
外
と
の
文
化
、
価
値
観
の
差
異
に
対
す

る
興
味
・
関
心
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
と
指
摘
し
た
。

■
産
学
官
が
取
り
組
む
べ
き
課
題

そ
の
う
え
で
、
そ
れ
ら
の
素
質
や
能
力
を
育
む

た
め
、
産
学
官
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
整
理
し

て
い
る
。
産
学
が
連
携
し
て
取
り
組
む
課
題
と
し

て
は
、
第
１
に
、
キ
ャ
リ
ア
・
職
業
教
育
を
挙
げ

て
い
る
。
文
科
系
の
学
生
を
中
心
に
、
職
業
意
識

の
低
い
学
生
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
適
切
な

キ
ャ
リ
ア
・
職
業
教
育
を
実
施
す
る
必
要
性
を
訴

え
た
。
第
２
に
、
子
ど
も
た
ち
や
若
者
の
間
で
、

理
科
・
理
工
系
学
部
離
れ
が
進
ん
で
い
る
状
況
を

踏
ま
え
、
出
前
授
業
や
大
学
で
の
寄
附
講
座
の
開

設
な
ど
を
通
じ
て
、
企
業
が
学
校
教
育
に
直
接
、

参
加
す
る
よ
う
求
め
た
。
第
３
に
、
大
学
で
の
学

修
内
容
が
実
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
て
い
な
い

と
の
指
摘
か
ら
、
産
業
界
が
実
践
的
な
教
育
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
に
協
力
す
べ
き
と
し
た
。

加
え
て
、内
向
き
志
向
と
言
わ
れ
る
学
生
に
対
し

て
海
外
留
学
を
奨
励
す
る
こ
と
や
、
学
生
が
国
内

外
で
長
期
間
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る

な
ど
、就
職
前
に
多
彩
な
経
験
が
積
め
る
よ
う
、英

国
等
で
実
施
さ
れ
て
い
る�
ギ
ャ
ッ
プ
・
イ
ヤ
ー
�の

導
入
を
わ
が
国
で
も
検
討
す
る
こ
と
を
提
言
し
た
。

一
方
、
大
学
に
は
、
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育

の
拡
充
や
、
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る

高
度
人
材
の
育
成
に
向
け
た
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
大
学

院
構
想
へ
の
積
極
的
な
対
応
を
求
め
て
い
る
ほ
か
、

政
府
に
は
、�
高
大
接
続
テ
ス
ト
�
の
導
入
等
に

よ
る
大
学
進
学
者
の
学
力
保
証
や
、
学
生
の
双
方

向
の
交
流
促
進
に
向
け
た
国
際
戦
略
の
策
定
な
ど

を
求
め
て
い
る
。

■
３
つ
の
教
育
・
人
材
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推

進以
上
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
経
団
連
は
、

今
後
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
・
レ
ポ
ー
ト
に
基
づ
き
、
３

つ
の
教
育
・
人
材
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す

る
。第

１
は
、
会
員
各
社
が
実
施
し
て
い
る
教
育
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
を
整
理
し
、
経
団
連
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
開
設
し
て
、
一

般
に
周
知
す
る
。

第
２
は
、
政
府
が
国
際
化
拠
点
と
し
て
認
定
し

た
１３
大
学
と
協
力
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の

た
め
の
大
学
レ
ベ
ル
の
モ
デ
ル
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
内
容
を
検
討
し
、
実
施
す
る
。

第
３
に
、
１３
大
学
の
協
力
を
得
て
、将
来
、日
本

企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
事
業
活
動
を
担
う
意
欲
を

持
つ
大
学
生
を
対
象
と
し
た
奨
学
金
「
経
団
連
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
」
を
新
設

す
る
。あ
わ
せ
て
、留
学
帰
国
生
を
対
象
と
し
た
合

同
就
職
説
明
会
・
面
接
会
の
開
催
に
も
協
力
す
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
に
向
け
た
大
学
と
の
連
携
を
強
化
す
る
。

「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
に
対

す
る
意
見
」
公
表

―「
社
会
保
障
と
成
長
」両
立
の
観
点

か
ら
、
改
革
案
の
問
題
点
を
指
摘

経
団
連（
米
倉
弘
昌
会
長
）は
６
月
１５
日
、「
社
会

保
障
と
税
の
一
体
改
革
に
対
す
る
意
見
」
を
公
表

し
た
。
政
府
・
与
党
に
お
い
て
改
革
案
の
検
討
が

重
ね
ら
れ
る
な
か
、
同
意
見
で
は
、
消
費
税
を
社

会
保
障
の
安
定
財
源
に
充
て
て
い
く
と
い
う
基
本

的
枠
組
み
を
評
価
す
る
一
方
、
社
会
保
障
各
分
野

の
改
革
像
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
と
成
長
の
両

立
の
観
点
か
ら
多
く
の
課
題
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

特
に
、
全
体
を
通
し
て
「
共
助
」
の
さ
ら
な
る

拡
充
が
基
軸
と
さ
れ
て
お
り
、
税
だ
け
で
な
く
、

社
会
保
険
料
を
通
じ
、
現
役
世
代
や
企
業
の
負
担

に
よ
っ
て
機
能
強
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
点
が

最
も
危
惧
さ
れ
る
。
各
制
度
の
改
革
案
の
問
題
点

は
次
の
と
お
り
。

高
齢
者
医
療
制
度
・
介
護
な
ど
５
点

１
�
高
齢
者
医
療
制
度
・
介
護

前
期
高
齢
者
を
含
む
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
税

投
入
割
合
の
拡
大
、
介
護
給
付
費
へ
の
税
投
入
割

合
の
拡
大
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

高
齢
者
医
療
給
付
費
に
対
す
る
現
役
世
代
か
ら

の
支
援
金
は
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
増
え
続
け
、

現
役
世
代
の
医
療
保
険
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
。

政
府
・
与
党
の
改
革
案
で
言
及
さ
れ
て
い
る
、

「
高
齢
者
医
療
制
度
改
革
会
議
取
り
ま
と
め
」
は
、

さ
ら
な
る
負
担
を
現
役
世
代
に
求
め
る
案
で
あ
り
、

被
用
者
保
険
の
持
続
可
能
性
を
一
層
危
う
い
も
の

と
し
か
ね
な
い
。

２
�
非
正
規
労
働
者
に
対
す
る
社
会
保
険
の
適
用

範
囲
拡
大

社
会
保
険
の
適
用
拡
大
に
よ
っ
て
保
険
料
が
急

激
に
上
昇
し
、
従
業
員
・
事
業
主
と
も
に
大
幅
な

負
担
増
と
な
る
業
種
が
存
在
す
る
。
産
業
や
労
働

市
場
に
と
っ
て
現
実
的
か
つ
実
現
可
能
性
の
あ
る

制
度
改
革
と
す
る
よ
う
、
議
論
を
深
め
る
べ
き
で

あ
る
。

３
�
公
的
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
の
さ
ら
な
る
引

き
上
げ

現
在
検
討
中
の
６５
歳
ま
で
の
高
齢
者
雇
用
政
策

と
の
整
合
性
の
確
保
お
よ
び
若
年
者
の
労
働
市
場

へ
の
影
響
を
慎
重
に
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。
マ

ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
見
直
し
等
の
給
付
抑
制
策

を
着
実
に
実
施
し
、
高
齢
者
雇
用
に
か
か
る
政
府

方
針
を
確
定
さ
せ
る
ま
で
、
検
討
を
凍
結
す
べ
き

で
あ
る
。

４
�
子
ど
も
・
子
育
て

「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」
の
初
期
費

用
等
に
か
か
る
約
１
兆
円
の
措
置
の
う
ち
、
公
費

は
約
７
０
０
０
億
円
に
と
ど
ま
る
。
差
額
の
３
０

０
０
億
円
程
度
に
つ
い
て
も
、
全
額
公
費
で
賄
う

べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、官
の
肥
大
化
、費
用
徴
収
の
自
己
目
的
化

に
つ
な
が
る
特
別
会
計
の
創
設
に
は
反
対
で
あ
る
。

５
�
効
率
化
・
重
点
化
の
さ
ら
な
る
検
討

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
医

療
保
険
に
お
け
る
診
療
行
為
の
標
準
化
と
診
療
情

報
の
共
有
化
を
通
じ
た
医
療
費
の
削
減
、
介
護
保

険
に
お
け
る
利
用
者
負
担
の
あ
り
方
や
、要
支
援
・

軽
度
の
要
介
護
者
へ
の
給
付
の
見
直
し
等
、
給
付

の
効
率
化
・
重
点
化
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
す
べ

き
で
あ
る
。

以
上
の
５
点
を
踏
ま
え
、経
団
連
と
し
て
は
、今

後
予
定
さ
れ
る
制
度
設
計
の
議
論
に
お
い
て
も
、適

宜
必
要
な
意
見
発
信
や
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・
提提
案案
なな
どど

―３０―
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社宅UR

成成立立

五
月
一
六
日
〜
七
月
一
五
日

◆
五
・
一
六

第
二
四
回
生
き
生
き
職
場
体
験
交

流
の
集
い
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
五
・
二
〇

青
年
経
営
者
部
会
平
成
二
三
年
度

定
時
総
会
（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
五
・
二
三

埼
玉
県
産
業
労
働
部
・
関
東
経
済

産
業
局
支
援
施
策
説
明
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
）

◆
六
・
三

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
（
武
蔵
カ
ン

ト
リ
ー
倶
楽
部
）

◆
六
・
七

「
埼
玉
県
に
お
け
る
働
き
が
い
の
あ

る
会
社
」
ラ
ン
キ
ン
グ
調
査
内
容
説
明
会
（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
八

第
二
九
期
担
当
者
養
成
講
座
第
一
講

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
一
三

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
）

◆
六
・
一
五

担
当
者
養
成
講
座
第
二
講
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
二
〇

埼
玉
労
働
局
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
二
二

担
当
者
養
成
講
座
第
三
講
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
二
三

小
笠
原
洋
上
研
修
下
見（
〜
二
八
）

◆
六
・
二
八

埼
玉
大
学
と
の
公
開
講
座
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
三
〇

担
当
者
養
成
講
座
第
四
講
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
一

第
三
二
次
小
笠
原
洋
上
研
修
ス
タ
ッ

フ
会
議
（
事
務
局
会
議
室
）

◆
七
・
三

第
三
九
回
埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大
会

（
解
脱
錬
心
館
）

◆
七
・
四

特
別
セ
ミ
ナ
ー（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
七

担
当
者
養
成
講
座
第
五
講
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
八

埼
玉
音
協
定
時
総
会
（
パ
レ
ス
ホ
テ

ル
大
宮
）

◆
七
・
一
一

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
）

◆
七
・
一
四

担
当
者
養
成
講
座
第
六
講
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）、
外
国
人
留
学
生
の
活
用
等
に

関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
第
二
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
） 事

業
だ
よ
り

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

セセンンタターー

情報の授受
相談など

情報の授受
相談など

企業間交渉の
機会の設定など送送出出企企業業

人人事事部部門門 受受入入企企業業
斡旋・紹介

―３１―



★
第
一
種
・
第
二
種
衛
生
管
理
者
受
験

の
た
め
の
対
策
講
座

日
時

�
８
月
２
日
�
・
３
日
�
９
時

３０
分
〜
１６
時
３０
分

�
９
月
１３
日
�
・
１４
日
�
９
時

３０
分
〜
１６
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
６０２
・
６０１
研
修
室

内
容

出
題
傾
向
分
析
と
合
格
学
習

法
・
関
係
法
令
・
理
解
度
テ
ス

ト
と
解
説
・
労
働
衛
生
・
労
働

生
理
・
有
害
業
務
な
ど

講
師

�
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
専
任
講
師

臼
井
一
博
氏

★
平
成
２３
年
度
第
３
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
日
時

８
月
２２
日
�
１４
時
〜
１６
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル

演
題

「
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る

〜
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
コ
ー
チ

ン
グ
の
実
際
」

講
師

�
コ
ー
チ
・
エ
ィ
取
締
役
社
長

鈴
木
義
幸
氏

★
安
全
管
理
者
選
任
時
研
修

日
時

８
月
２４
日
�
９
時
３０
分
〜
２０
時

４０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
６０３
研
修

室

内
容

安
全
管
理
・
安
全
教
育
・
危
険

性
又
は
有
害
性
等
の
調
査
及
び

そ
の
結
果
に
基
づ
き
講
ず
る
処

置
等
・
関
係
法
令

講
師

�
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
専
任
講
師

鈴
木

昭
氏

★
小
笠
原
洋
上
研
修
第
２
回
集
合
研
修

日
時

８
月
２９
日
�
９
時
３０
分
〜
１７
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０６
研
修
室

内
容

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
義
、
通
信
教

育
、
洋
上
・
島
内
ガ
イ
ダ
ン
ス

な
ど

指
導

研
修
ス
タ
ッ
フ

★
『
外
国
人
留
学
生
の
活
用
等
に
関
す

る
セ
ミ
ナ
ー
』
２３
年
度
第
２
講

日
時

９
月
５
日
�
１３
時
３０
分
〜
１６
時

３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル

内
容

企
業
の
海
外
戦
略
支
援
並
び
に

外
国
人
留
学
生
採
用
促
進
に
向

け
て

講
師

�
富
士
通
総
研
第
二
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
本
部
環
境
事
業
部
マ

ネ
ジ
ン
グ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

狩
野
史
子
氏

東
京
外
国
人
雇
用
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
室
長

竹
山

正
氏

埼
玉
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ

ー

宮
川
邦
夫
氏

〈
代
表
者
変
更
〉

岩
崎
電
気
�
埼
玉
製
作
所

取
締
役
埼
玉
製
作
所
長

井
上

雅
伸（
旧

佐
々
木

俊
一
）

熊
谷
通
運
�

取
締
役
会
長

江
森

武
久（
旧

長
谷
川

恒
一
）

�
埼
玉
り
そ
な
産
業
経
済
振
興
財
団

理
事
長

渡
辺

拓
治
（
旧

利
根

忠
博
）

サ
ン
ケ
ン
電
気
�

上
級
執
行
役
員

沖
野

達
夫（
旧

秋
山

秀
次
郎
）

埼
玉
県
中
古
自
動
車
販
売
商
工
組
合

理
事
長

沼
尾

幸
一
（
旧

小
川

逸
樹
）

積
水
ハ
ウ
ス
�

支
店
長

三
本

敬
久
（
旧

佐
藤

満
長
）

東
京
電
力
�
埼
玉
支
店

執
行
役
員
埼
玉
支
店
長

鷹
尾

友
行
（
旧

片
岡

和
久
）

ニ
チ
バ
ン
プ
リ
ン
ト
�

代
表
取
締
役
社
長

竹
中

勇
雄
（
旧

増
田

健
二
）

日
本
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
工
業
�

代
表
取
締
役
社
長

中
村

覚
（
旧

中
村

敬
）

日
本
通
運
�
埼
玉
支
店

支
店
長

和
田

有
二（
旧

佐
久
間

文
彦
）

日
本
リ
ハ
ビ
リ
�

代
表
取
締
役

高
口

邦
輔
（
旧

高
口

温
生
）

日
本
ワ
イ
パ
ブ
レ
ー
ド
�

取
締
役
社
長

杉
浦

隆
一
（
旧

竹
内

桂
三
）

�
ピ
ア
ッ
ト

代
表
取
締
役
社
長

横
田

真
太
郎（
旧

天
野

弘
治
）

東
日
本
電
信
電
話
�
埼
玉
支
店

埼
玉
支
店
長

光
山

由
一
（
旧

佐
藤

謙
一
）

〈
住
所
変
更
〉

�
ス
ラ
ッ
シ
ュ

鶴
ヶ
島
市
太
田
ヶ
谷
六
一
六
―
二

（
旧

鶴
ヶ
島
市
町
屋
一
七
三
―
三

六
）

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
http : //www.saitamakeikyo.or.jp/

会員の動き 告 知 版

埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス
三
六
三
号

２
０
１
１
年
７
月
１５
日
発
行

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
‐七
‐五
‐八
七

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
階

発
行
所
�
埼
玉
県
経
営
者
協
会

発
行
人

根
岸
茂
文

編
集
人

電
話
〇
四
八
‐
六
四
七
‐
四
一
〇
〇

印
刷
所

望
月
印
刷
株
式
会
社

さ
い
た
ま
市
中
央
区
円
阿
弥
五
‐
八
‐
三
六

埼
玉
音
協
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平成23年10月5日（水）～7日（金）

10/7�
○
―

10/6�
○
○

10/5�
○
―

13 : 00
18 : 30

＊公演日及び開演時間は
右記の○印となります。
（開場は開演の３０分前）

▲

会場／彩の国さいたま芸術劇場 大ホール

▲

会費／Ｓ席8,500円（一般9,000円を）（全席指定・税込）
＊お席の取り扱いはＳ席の
みとなります。
＊チケットの発送は９月上
旬を予定しております。
＊未就学児のご入場はご遠
慮ください。

《演出》蜷川幸雄

《出演》ローマの武将アントニー………吉田鋼太郎

エジプトの王女クレオパトラ…安蘭けい

池内博之／橋本じゅん／中川安奈／熊谷真実 ほか

この印刷物は再生紙を使用しています
―３２―


